
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る

市
町
村
の
財
政
自
治
の
限
界

ネ?

上

武

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

「
経
済
の
安
定
と
成
長
の
促
進
法
」

(
以
下
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
と
略
す

員!J(の
2
0
R
N
C円

E
L
a
g
m
p円

ω円陣
r
E
S
E
L
L
2
4弓
田

n
r
z自由

L
2
巧
吉
田
n
z
p
g
B
∞・同
5
-
E
S
《
回
の
∞
-
-
H
ω
-
a
s
・問。
E
L
。ュ
E
H
n
r
〉

2
・ロ

(
1
)
 

ι
2
ヨロ
g
gロ
宮
2
5問
団
間

2
2
N
2
4
0
5
ω
。・∞
-EU戸
《
切
の
巴
-
H
・
ω
-
E
N
3
)
)
が
制
定
さ
れ
た
。
本
稿
は
主
と
し
て
、

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

一

は

じ

め

に

ニ
基
本
法
一

O
九
条
の
改
正

三
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
一
六
条
と
地
方
自
治

四
市
町
村
と
景
気
政
策

五

お

わ

り

には

じ

め

一
九
六
七
年
に

治
と
の
関
連
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
、
大
き
な
問
題
の
所
在
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

(
2
)
 

当
時
の
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

こ
の
法
律
と
地
方
自

一
九
六
六
年
か
ら
一
九
六
七
年
に
か
け
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
そ
れ
ま
で
に
か
け
て
は
最
大

(5-3・4-439) 139 



説

の
深
刻
な
経
済
的
不
況
に
み
ま
わ
れ
て
い

hト、

場
経
制
作
」
政
策
の
修
正
の
方
向
で
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
理
論
に
基
づ
き
、
国
家
が
、
計
画
的
に
お
よ
び
反
循
環
的
に
、
景
気
即
応
的
な
財
政

・
経
済
政
策
を
講
ず
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
生
。

こ
の
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
に
既
に
始
ま
っ
て
い
た
自
由
な
「
社
会
的
市

140 

右
の
よ
う
な
経
済
政
策
の
変
選
は
、
実
は
憲
法
解
釈
論
か
ら
も
正
当
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
の
社
会

(5-3・4-440)

幸子"，.

d岡

国
家
条
項
(
一
一
ぬ
純
一
明
ゃ
)
に
基
づ
い
て
、
国
家
の
景
気
・
成
長
政
策
は
現
代
社
会
国
家
の
中
心
的
任
務
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。し
か
し
問
題
は

そ
の
よ
う
な
任
務
の
達
成
の
た
め
に
は
、
国
家
は
ど
の
よ
う
な
法
形
式
的
手
段
を
使
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
景
気
・
成
長
政
策
は
さ
ま
ざ
ま
の
手
段
で
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
と
え
ば
、

そ
れ
は
、
基
本

法
を
改
正
し
な
い
で
も
、
政
府
の
施
政
方
針
演
説
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
ろ
う
し
、

あ
る
い
は
、
州
(
ラ
ン
ト
)
の
問
の
国
家
契
約
あ
る

い
は
行
政
協
定
に
よ
っ
て
も
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

西
ド
イ
ツ
は
実
際
に
は

よ
り
強
力
に
、
す
べ
て
の
国
家
組
織

を
拘
束
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党

2
E
)
)
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟

2
0
C
)
/
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
百
ω
C
)
の
大
連
合

の
下
で

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
と
い
う
法
律
の
制
定
、

お
よ
び
そ
の
た
め
の
基
本
法
一

O
九
条
改
正
と
い
う
手
段
を
選
ん
だ
の
だ

っ
た
。
そ
の
結
果
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
始
め
て
、
経
済
・
財
政
政
策
が
連
邦
や
州
の
法
律
上
の
義
務
と
さ
れ
、

(
7
)
 

め
の
必
要
な
法
律
上
の
授
権
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
州
や
市
町
村
の
自
治
権
の
保
障
の
結
果
、
場
合
に
よ
れ
ば
バ
ラ
バ
ラ
の
景
気
政
策
に
陥
っ
て

し
ま
う
危
険
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
基
本
法
一

O
九
条
の
改
正
と
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
制
定
に
よ
り
、

か
っ
そ
の
政
策
の
た

「
全
経

済
的
均
衡
」
と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て
、
連
邦
や
州
の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
も
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

品
の
マ
hv

。



す
な
わ
ち
、

た
と
え
ば
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

一
条
に
よ
れ
ば
、
連
邦
と
州
に
つ
い
て

「
経
済
、
財
政
政
策
上
の
措
置
に
お
い
て
、
連
邦
お
よ
び
州
は
、
全
経
済
的
均
衡
の
要
請
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
措
置

は
、
市
場
経
済
の
枠
組
み
の
中
で
、
同
時
に
、
継
続
的
か
つ
適
正
な
経
済
成
長
に
お
い
て
、
物
価
の
安
定
、
高
水
準
の
雇
用
状
態
の
維
持

お
よ
び
外
部
経
済
上
の
均
衡
へ
と
貢
献
す
る
よ
う
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)
 

他
方
、
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
数
少
な
い
関
連
規
定
の
な
か
で
、
最
も
重
要
な
規
定
が
、
同
法
一
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
H 

市
町
村
お
よ
び
市
町
村
組
合

(
P
B
O
E
L
2
2
E
Z。
)
は
、

そ
の
予
算
運
営
に
お
い
て
、
第
一
条
の
目
的
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

州
は
、
適
切
な
措
置
に
よ
っ
て
、
市
町
村
お
よ
び
市
町
村
組
合
の
予
算
運
営
が
景
気
政
策
的
要
請
に
対
応
す
る
よ
う
に
働
き
か
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。

同し
た
が
っ
て
、
同
法
一
六
条
一
項
に
よ
り
、
市
町
村
は
、

そ
の
予
算
運
営
に
お
い
て
、
同
法
一
条
の
目
的
、
す
な
わ
ち
、
物
価
の
安

お
よ
び
継
続
的
か
つ
適
正
な
経
済
成
長
(
以
上
の
四
つ
の
目
的
を
「
魔
法
の
四
陣

角定

tE 
之さ釜
b の

尋雇
慮~

主著
Z語
ば付

2全
ア戸 Pl' 

ぷ警
上
の
均
衡

そ
れ
に
た
い
し
て
、

同
法
一
六
条
二
項
に
よ
り
、
も
し
市
町
村
が
、
右
の
よ
う
な
同
法

一
条
の
目
的
を
考
慮
し
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
州
が
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
は
、

国
家
目
的
の
た
め
に
、

以
上
の
よ
う
に
、

「
全
経
済
的
均
衡
」
と
い
う
連
邦
法
律
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

予
算
運
営
に
お
け
る
協
力
と
い
う
形
で
国
家
の
中
へ
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

(
川
)

基
本
法
二
八
条
ニ
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
権
、
そ
れ
ゆ
え
財
政
高
権
(
出
口

g
N
Z
r岳
)
を
侵
す
こ
と
に
連
な
っ
て
ゆ
か

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

(5-3・4-441) 141 



説

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

142 

論

そ
も
そ
も
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
現
在
、
地
方
自
治
の
危
機
と
り
わ
け
恒
常
的
な
財
政
危
機
が
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
叫
ば
れ
て
い

る
。
そ
の
危
機
の
根
拠
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
、
事
務
に
み
あ
う
財
源
が
な
く
、
し
か
も
財
政
調
整
も
不
十
分
な
こ
と
や
莫
大
な
債
務
お

減
少
し
て
い
る
こ
と
、

。，u
a
A
Z
 

4
 

9
0
 

そ
し
て
本
稿
が
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
な
、
市
町
村
お
よ
び
市
町
村
組
合
が
国
家
的
な
租
税
・
景
気
政
策
に
組
入
.
一5
 

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

よ
び
そ
れ
に
帰
国
す
る
沈
滞
的
な
投
資
率
、

く
わ
え
て
人
件
費
や
そ
の
他
の
行
政
支
出
が
増
大
し
続
け
て
い
る
こ
と
、

あ
る
い
は
人
口
が

そ
こ
で
、
今
日
、
国
家
行
政
と
地
方
行
政
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
関
係
は
、

一
九
世
紀
に
お
け
る
そ

れ
と
は
大
幅
に
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
地
方
の
任
務
領
域
は
国
家
の
影
響
か
ら
比
較
的
独
立
し
て
お
り
、
今
日
と
比
べ
る
と
、
地
方
に
た
い
し
て
は

よ
り
大
き
な
自
由
な
る
余
地
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
今
日
で
は
、
市
町
村
は
国
家
に
従
属
さ
せ
ら
れ
、

す
な
わ
ち
、

川l

属
す
る
法
人
と
解
さ
れ
、
活
動
範
囲
も
狭
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
国
家
行
政
と
地
方
行
政
と
の
関
係
は
、
最
早
三
れ
ら
の
分

離
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
た
え
ざ
る
統
合
の
過
程
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
、
地
方
自
治
は
、
も
っ
ぱ
ら
地
域
の
事
項
に
関
わ
り
あ
う
も

(ロ)

の
と
い
う
の
で
は
な
く
、
常
に
国
家
的
公
行
政
と
関
わ
り
あ
う
も
の
へ
と
変
質
し
て
き
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
今
日
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
よ
う
に
、
国
家
の
財
政
・
景
気
政
策
の
中
へ
市
町
村
(
市
町
村
組
合
を
含
む
|
l以
下
同
じ
)

が
組
込
ま
れ
た
り
、

あ
る
い
は
又
、
生
活
関
係
の
均
一
性
と
い
う
社
会
国
家
的
要
請
に
基
づ
い
て
連
邦
や
州
の
法
律
に
よ
っ
て
地
方
自
治

が
誘
導
さ
れ
た
り
、
国
の
発
展
・
専
門
計
画
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
社
会
資
本
建
設
に
必
要
な
投
資
に
さ
い
し
て
財
政
的
に
国
家
に
依
存

せ
ざ
る
を
得
な
u、
こと
こ U、
[こう
およ
u、っ
てに

型震
直号
!日行

量啓
法品
的制
m 地

住控
のH:J
な

空 す
j同九
化立
の v

ι ち

霞E
T街
てゴ な

2建
Z主
号 E
通ぞ
由強
力2 く
存か
しら
てま
いり
るあ
のつ
でて
あ(き
る13て
It、

る
。
ま
さ
し
く
、



そ
こ
で
本
稿
で
は
、
基
本
法
一

O
九
条
改
正
や
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
に
よ
っ
て
、
市
町
村
が
国
家
の
経
済
・
財
政
政
策
へ
組
込

ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
さ
ま
ざ
ま
の
法
問
題
を
、

と
く
に
地
方
自
治
権
と
の
関
係
で
検
討
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

ま
ず
、
問
題
の
発
端
と
し
て
、
基
本
法
一

O
九
条
の
改
正
か
ら
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

(
1
)

こ
こ
で
簡
単
に
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
の
成
立
史
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
一
九
六
七
年
に
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
以
前
に
、
既

に
一
九
六
四
年
五
月
一
一
日
の
閣
議
決
定
で
、
時
の
エ
ア
ハ
ル
ト
政
府
は
、
景
気
の
発
展
へ
の
影
響
の
た
め
に
、
法
律
上
の
措
置
を
準
備
す
る
こ

と
を
決
定
す
る
。
次
い
で
、
一
九
六
六
年
七
月
四
日
に
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
(
の
り
C
)
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
(
の

ω口
)
と
自
由
民
主

党

q
U
3
の
連
立
政
府
は
「
経
済
の
成
長
の
促
進
法
草
案
」
を
決
定
す
る
。
そ
こ
で
連
邦
政
府
は
、
同
年
同
月
一
五
日
に
、
同
法
草
案
と
、

基
本
法
一

O
九
条
改
正
の
た
め
の
法
律
草
案
を
連
邦
参
議
院
に
提
出
し
、
そ
こ
で
の
審
議
が
始
ま
る
が
、
同
草
案
の
趣
旨
そ
の
も
の
は
、
す
べ
て

の
州
政
府
の
同
意
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
が
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
や
ヘ
ツ
セ
ン
州
な
ど
が
、
公
債
制
限
に
伴
な
っ
て
出
て
く
る
州
や
市
町
村
の
財
政
高
権

の
侵
害
に
対
し
て
、
憲
法
的
お
よ
び
憲
法
政
策
的
な
留
保
を
表
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
審
議
経
過
の
中
で
、
政
府
草
案
が
修
正
を
-
つ
け
た
後
、
同

年
九
月
二
日
に
、
政
府
提
案
に
な
る
草
案
が
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
当
時
の
野
党
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党

3
2
)
)
が
、
景
気

政
策
上
の
措
置
は
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
他
党
か
ら
も
原
則
的
に
承
認
さ
れ
て
ゆ
く
。

と
こ
ろ
が
同
年
十
月
二
十
七
日
に
、
一
九
四
九
年
に
始
ま
り
、
途
中
一
時
的
な
中
絶
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
続
い
て
い
た
の
ロ
C
¥の
ω
C
と
巴
)
可

の
連
合
が
終
わ
り
を
告
げ
、
そ
の
日
か
ら
エ
ア
ハ
ル
ト
政
権
は
少
数
政
府
と
な
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
同
草
案
の
審
議
は
ス
ト
ッ
プ
す
る
。

し
か
し
、
一
九
六
六
年
二
一
月
一
日
に
、
キ
l
ジ
ン
ガ
ー
が
連
邦
首
相
に
選
出
さ
れ
、
の
U
C
¥の
ω
C
と

ω
旦
)
の
大
連
立
が
成
立
し
、
こ
こ

に
両
院
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
要
す
る
基
本
法
改
正
の
準
備
が
と
と
の
う
と
と
も
に
、
翌
年
の
一
九
六
七
年
二
月
に
同
法
草
案
の
審
議
が
再

開
さ
れ
る
。
や
が
て
、
法
律
の
名
称
も
「
経
済
の
安
定
の
促
進
法
」
か
ら
「
経
済
の
安
定
と
成
長
の
促
進
法
」
へ
と
変
え
ら
れ
、
そ
れ
が
遂
に
同

年
五
月
十
日
に
連
邦
議
会
で
可
決
さ
れ
、
同
年
六
月
二
日
に
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
得
て
こ
こ
に
基
本
法
一

O
九
条
改
正
と
と
も
に
、
「
経
済

の
安
定
と
成
長
の
促
進
法
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
文
献
で
は
、
手
島
孝
「
財
政
政
策
と
憲
法
」
法
政
研
究
四
一
巻
四
号
、
同
「
財

政
」
(
『
現
代
の
経
済
構
造
と
法
』
筑
摩
書
房
・
現
代
法
律
μ
工
者
間
五
二
巻
)
六
四
五
頁
以
下
、
プ
ロ
ド
ロ
モ
ス
・
ダ
ク
ト
グ
ロ

l
「
財
政
政
策
と

地
域
自
治
|
|
若
干
の
憲
法
的
観
点
か
ら
」
自
治
研
究
五

O
巻
一
号
(
四
五

l
七
八
頁
)
、
野
尻
武
敏
「
西
独
経
済
政
策
の
新
展
開
|
|
『
経
済
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安
定
成
長
促
進
法
』
の
成
立

1
1」
国
民
経
済
雑
誌
二
九
巻
二
号
、
町
田
俊
彦
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
安
定
法
』
下
の
景
気
調
整
的
財
政
政

策
」
商
学
論
集
四
七
巻
四
号
、
同
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
財
政
政
策
と
景
気
調
整
(
上
)
卜
l
『
経
済
安
定
成
長
促
進
法
』
成
立
の
背
景
|
|
」

商
学
論
集
四
二
巻
四
号
、
同
「
同
(
下
ご
商
学
論
集
四
三
巻
四
号
、
出
水
宏
一
『
戦
後
ド
イ
ツ
経
済
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
同
『
日
独
経
済

比
較
論
』
有
斐
問
、
お
よ
び
国
家
論
と
の
関
わ
り
で
、
広
渡
清
五
口
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
国
家
』
|
|
『
社
会
国
家
』
論
の
射
程
と
限
界
|
|
」

講
座
現
代
資
本
主
義
国
家
第
四
巻
一
七
五
頁
以
下
、
大
西
健
夫
編
『
現
代
の
ド
イ
ツ
・
経
済
と
そ
の
安
定
』
な
山
と
を
参
照
し
た
。
西
ド
イ
ツ
の
文

献
に
つ
い
て
は
個
別
的
に
引
用
し
た
も
の
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

「
経
済
安
定
成
長
法
」
の
成
立
史
に
つ
い
て
は
、
前
掲
文
献
の
他
、
邑
mH
宮。
--R(国同国間・)・

0
2
2
N
N
E円
E
L
R
E同
色
町
同

ω
g
E
X白骨

己目
L
L
g
巧

R
Z
E
B田弘
2
4司
E
m
n
r阻
止
己
ロ
品
〉
ユ

-H。
由
。
円
ロ
ロ
品
開
2
2
P
E
m∞
U
E
a
g
o
D
2
r
D
5・
巧
吉
田
口
E
E一nrm
何
回
見
当
日

n
z
g
m

g
品
〈
R
p
g
E口問
ω
同町口

F
巴吋印

h
g
o
E
¥
Z
E
n
r
¥
回目
5
5
3
2・
0
巾田町
HNNロ円

E
L
O
H
E口問

L
R
ω
g
r
E
E
E品
仏

2
4〈
R
Z
z
g回

L
2
巧
吉
田
n
E
P・
M-
〉口出

J
E沼
山
開
E
2
0
2
2
r
z
-
U
2
5
r
F
E
E
S
-
H
U叶
0・
∞
・
〉
ロ
ロ
・
・
巴
誌
な
ど
を
参
照
し
た
。

(
2
)

一
九
六
七
年
頃
は
、
西
ド
イ
ツ
の
政
治
・
経
済
・
社
会
に
と
っ
て
大
変
革
期
で
あ
っ
た
が
、
実
定
法
の
分
野
で
も
大
き
な
変
動
が
生
じ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
七
年
七
月
に
政
党
法
が
制
定
さ
れ
、
一
九
六
八
年
六
月
に
は
非
常
事
態
法
が
発
効
し
、
ま
た
一
九
六
九
年
に
は
労
働
助

成
法
が
発
効
し
、
同
じ
く
同
年
に
は
刑
法
が
改
正
さ
れ
、
ま
た
、
連
邦
と
州
の
共
同
事
務
と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
、
か
っ
、
「
協
調
的
連
邦
主

義
」
に
基
づ
く
財
政
改
革
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
品
「
開
立
国
阻
止
白
口
Y
巧

E
田
口
宮
『
官
官
民
E
n
r
g
U
2
5
r
z
E
1
5
N
0・』白
r
p
E
L
O
H
H・
M-
〉
E24

ω
-
M
g
R・
な
お
、
西
ド
イ
ツ
の
経
済
政
策
の
概
要
と
し
て
は
、
〈
包
・
関
口
三

ωロロ子市町
5
2・
の
2
ロ
LNE岡市内】巾曲目】
DZHUnrgω
ヨ
丹
市
呂
白
色
町
円

切己国内凶作由同
OHMEr--r
り
ぬ
丘
団
ロ
匡
白
ロ
子
斗
-
〉
口
出

J
ω
-
m∞民・

(
4
)

「
社
会
的
市
場
経
済
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
文
献
と
し
て
は
、
出
水
宏
一
『
日
独
経
済
比
較
論
』
一
九
六
頁
以
下
、
広
渡
・
前
掲
一
九
二
一
良

以
下
、

K
・
G
-
ジ
ン
「
社
会
的
市
場
経
済
(
西
ド
イ
ツ
)
の
危
機
」
現
代
経
済
(
季
刊
)
一
九
八

O
年
冬
期
号
九
六
頁
以
下
、
杉
本
金
馬
・
安

積
鋭
ニ
・
中
桐
宏
文
「
英
仏
独
経
済
計
画
の
基
本
計
画
」
レ
フ
ア
レ
ン
ス
二
三
四
号
(
一
一

O
巻
七
号
)
三

O
頁
以
下
、
舟
岡
正
之
「
ド
イ
ツ
『
経

済
制
度
』
理
論
史
(
七
・
完
)
」
(
国
家
学
会
雑
誌
九

O
巻
九
・
一

O
号
七
五
頁
以
下
)
、
カ
ル
ロ
・
メ
ツ
テ
リ
(
向
坂
正
男
・
塚
本
健
訳
)
『
西
ド

イ
ツ
経
済
の
光
と
影
|
|
エ
ア
ハ
ル
ト
の
実
験
と
成
果
|
|
』
一
九
六
三
年
な
ど
を
参
照
し
た
。
西
ド
イ
ツ
の
文
献
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、

a--
回
目
口
開
口
・

r
g田ω
・
4司
E
m与
え
Z
S『司白
-HE口間切円。口
rH・
ω・
品
田
町
句
。
仲
良
切
白
色
ロ

HP
巧一円門的
n
E『H
S
R毛
色
丹
ロ
ロ
田
ω
吋巾
n
r
f
Z
H
切の曲。ロ・
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《凶
05ω
〈。
2
S
F
E口問
ω同市
n
E
(ロ
ヨ
m-
同ロ問。

g
ロ
冨
ロ
ロ
ロ
「
)
・
印
・
〉
ロ
ロ
・
・

ω-N由
H
同
J
E
m
-
B三
回
E
B
F
F
g
g己
-nr。同ロ耳目片山昨日ロロ国間
L
S
Eロ
m

cロ
宮
司
仏
巾
ヨ
の

E
ロ《】問。加巾同
NWω-HO∞門戸

(
5
)

一
九
六
六
年
三
月
に
「
財
政
改
革
専
門
家
委
員
会
」
(
い
わ
ゆ
る
ト
レ

l
ガ

i
委
員
会
)
に
よ
っ
て
、
「
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
財
政
改
革
に

関
す
る
専
門
意
見
書
」
が
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
反
循
環
的
財
政
政
策
、
中
期
財
政
計
画
お
よ
び
基
本
法
一

O
九
条
の
改
正
が
提
案
さ
れ
る
な

ど
、
連
邦
共
和
国
の
新
し
い
経
済
政
策
へ
の
大
き
な
進
捗
が
な
さ
れ
た
(
話
?
の
OHFOE-
田
・
白
・
。
・
・

ω-H弓
・
な
お
、
広
渡
・
前
掲
一
九
五

頁
参
照
)
。

(
6
)

〈
包
-E-HM-H官
g
-
〈
〈
ロ
ヨ
同
NFNhw
呂
田
町

ω-MNH¥NNN(NNN)
・
な
お
、

a-・
3
5
F
P
F
巧

R
Z
Z
B
2
2
8
a
o
ロ
ロ
弘
司
E
-

R
E
E
p
a
r
m
F
Z
H
町四国
g
n
r
z『
仲
間
三
回
目
ロ
凹

P
R片
岡
宮
g
E
B
回目。
rNぽ
2
g
の
o
r
R
Z
E問
w
巴コ
ω
-
u
s・
し
た
が
っ
て
、
後
述
の
基

本
法
一

O
九
条
改
正
に
よ
っ
て
始
め
て
景
気
政
策
に
た
い
す
る
憲
法
上
の
委
任
が
創
設
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
、
社
会
国
家
原
則
に
基
'

づ
く
経
済
成
長
の
国
家
的
配
慮
の
原
理
は
?
基
本
法
一

O
九
条
や
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
の
財
政
・
景
気
政
策
に
制
限
さ
れ
な
い
令
巴
・

目白色
E
F
目・白・

0
・・

ω・
ω叶
N
同
・
)
。
な
お
、
景
気
・
成
長
政
策
の
法
的
問
題
に
つ
い
て
、
〈
也

-
P
E
ω
邑
日
P

巧

E
S
E言
語
同
町
田
回
目
己
口
問

巴ロ品

4
〈
町
宮
内
げ
丘
一
寸
〈
2-毛
色
【
ロ
ロ
悶

w
H由吋一ゲ

ω-A旧日同・

(
7
)

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
〈
包
・
宮
色
。
♂
白
・
白
・
。

J
ω
-
H田
町
・
な
お
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
「
経
済
安
定
成

長
促
進
法
」
は
、
資
本
主
義
諸
国
家
で
も
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
(
〈
包
・

3

E炉
問
。
ロ
守
口
E
5己
2
3
5
m
E
E
r
o
B
E
E
S
-
o
ω
乙
宮
守
R
-

毛
色
苫
ロ
岡
lω
司目。
-
Bロ
ヨ
ロ
ロ
内
H
C
Bロ
N。
P
。
ロ
窓
口
}MH巾ロ

N
E
B
品斗・

u
oロ
znro口一『
E
Z
2巾ロ
g
m
-
H由由∞
w
ω
-
Z
N
O
)
。

(
8
)

そ
の
他
、
同
法
二
三
条
に
、
市
町
村
の
公
債
に
よ
る
資
金
調
達
に
つ
い
て
、
州
が
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
出
来
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(
9
)

「
魔
法
の
四
陣
角
」
に
つ
い
て
は
、
品
「

p
n
F
E
o
包
各
白
宥
号
5
5
ζ
R
r
g
E
2
E
P
E
L
L
a
s
s
H
N
2
Z
P円
当
E
2
E
-

『5
2
E
gロ
m
-
Z』
巧
呂
田
吋
回
。
同
門

NUWω
・
5
0自
民
-
一
の
g
z
n
o
F
3
2・
巧
cr吉
田
E
2
0
2
2
m
p
z
u
F
g
n
r
H日
常
官
民
自
由

F

5

8
3ロ
N
E
B
閉
山
岳
比
四
2
0ロ
の
め
ず
ロ
江
田
gm-
同由吋吋

ω・品∞白・

(
叩
)
周
知
の
よ
う
に
、
基
本
法
二
八
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
「
市
町
村
に
は
、
地
域
的
社
会
に
お
け
る
す
べ
て
の
事
項
を
、
法
律
の
枠
内
で
、
自
己
の

責
任
で
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
以
下
、
省
略
)
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
西
ド
イ
ツ
の
地
方

自
治
権
に
つ
い
て
、
成
田
頼
明
「
地
方
自
治
の
保
障
」
(
宮
沢
還
暦
記
念
『
日
本
国
憲
法
体
系
第
五
巻
』
所
収
)
一
六
三
頁
以
下
参
照
。

(
立
)
〈
m--
〉
5
2円〈
D
n
去
三
古
田
噌
∞
一
口
晶
君
。
一
丹
市
3
2
n
z一一口
rm
宮
司
ロ
ロ
白
}M50ロ

NE
の
自

1
0
r
r
p
i
cヨ
仏

Z
ロ
兄
君
。
口
伝
情
。
口
出
白
ロ
色
ロ
ロ
旬
叫
i

fイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界
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説

己
口
内
凶
開
E
P
-
Z口問
2
1
0
-
s
z
B
《

H
2
r
c
B
E
C口出
-mロ
ω己
σ由同〈
mH45-Zロ悶
N

ロ
問
。
者
即
日
回
ユ
色
白
件
。
ロ
ケ
日
ロ
日
の
ロ
g
n
r
gロ
開
『
ロ
門
会
山
口
町
ω・

ロ
2
広
島
自
』
ロ
江
田
H
S
E
m
-
ω
・
開
口
町
・
な
お
、
さ
ら
に
、
成
田
頼
明
『
『
地
方
の
時
代
』
に
お
け
る
地
方
自
治
の
法
理
と
改
革
」
公
法
研
究
四

三
号
一
六
七
l
八
頁
参
照
。

(
ロ
)
以
上
、
〈
包
・

4

司ロ
q
F
Z
m
F
-
g
o
-
-
E
m
cロ門ご
r
s
z
-
8
0ロ
弘
2
の
g
Eロ
常
P
E
u
〈
R
P
m
m
Eロ
由
民
民
R
B
Z
P同
国
E
L
2月間己・

rzr
口。
E
Z口巴白ロ門
H・
H
-
K
Fロロ
J
H由吋巴

ω-H∞H・
ま
た
、
〈
白
戸
固
め
ロ
L
Z
r
o
g
H円
E
ア
ロ
日
刊

}
5
5
B
Eロ回目。戸市町田吉口問
ω
〈
m
D
E
-
Zロ
m
-
H
U吋ω

ω-NNH
・
但
し
、
影
響
の
流
れ
が
常
に
「
上
」
か
ら
「
下
」
で
す
な
わ
ち
、
連
邦
や
州
か
ら
市
町
村
へ
と
向
か
う
と
い
う
の
で
は
な
い
才
色
・

の
同
口
同
片
岡
ロ
ヲ
陪
-
白
・

0
・・∞
-NNH)
。

(
臼
)
〈
凹
「
巧
口
々
開
ユ
3
-
P
白・白・

0
・w
ω
-
H∞
H・
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論

基
本
法
一

O
九
条
の
改
正

1 

改

正

以

前

一
九
六
七
年
改
正
前
の
基
本
法
一

O
九
条
は

た
だ
一
つ
の
条
文
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
連
邦
と
州
は
、

そ
の
財
政
運
営
に
お
い
て
、
独
立
で
あ
っ
て
、
相
互
に
依
存
す
る
こ
と
は
な
い
よ
と
い
う
規
定
か
ら
。

こ
の
規
定
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に

一
九
六
七
年
ま
で
は
、
連
邦
は
州
の
景
気
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
少
な
か
お

γ

し
か
し
、

国
家
が
経
済
の
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
よ
久
な
こ
と
は
、
考
え
ら

そ
も
そ
も
、

ド
イ
ツ
の
古
い
国
家
観
に
よ
れ
ば

限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

伝
統
的
な
自
由
主
義
的
法
治
国
家
論
か
ら
す
る
と
、
国
家
の
機
能
は
秩
序
の
維
持
や
法
の
保
持
に
制

社
会
的
お
よ
び
経
済
的
生
活
は
国
家
の
影
響
か
ら
自
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
大
恐

れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち

慌
以
来
、
全
経
済
的
発
展
の
た
め
に

国
家
が
計
画
的
に
経
済
へ
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ボ
ン
基
本
法
は
、
当
初
は
、

ナ
チ
ス
体
制
に
た
い
す
る
反
省
か
ら
、
国
家
が
社
会
・
経
済
へ
政
治
的
影
響
を
与



え
る
こ
と
を
つ
つ
し
み
、

(
Z
)
 

不
十
分
に
の
み
国
家
に
よ
る
需
導
の
役
割
を
考
え
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら

一
九
六
七
年
の
基
本
法
一

O
九
条
改
正
前
、

既
に
西
ド
イ
ツ
の
財
政
実
務
に
お
い
て
は
、
国
家
や
市
町
村
の
財
政
支

出
は
、
単
に
支
出
の
要
請
そ
の
も
の
に
基
づ
い
て
考
察
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
全
経
済
へ
の
影
響
と
い
う
こ
と
が
ら
も
考
慮
さ
れ
て
行

(
3
)
 

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
、
国
家
に
よ
る
景
気
政
策
の
考
慮
も
重
要
な
地
位
を
占
め
始
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、

そ
の
場
合
で
も
、
国
家
に
よ
る
財
政
支
出
が
、

さ
ら
に
強
め
る
の
か
、
す
な
わ
ち

現
存
の
景
気
な
い
し
不
況
の
傾
向
を
、

循
環
的
に
(
N

予
-unr)
作
用
す
る
の
か
、

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

あ
る
い
は
、
国
家
の
支
出
が
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
逆
に
弱
め
る
の
か
、
す
な
わ
ち
反
循
環
的
に

(
4
)
 

(
白
ロ
片
山
N
可
一
呂
田
口

r
)
作
用
す
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
考
慮
、
す
な
わ
ち
、

(
5
)
 

い
う
考
慮
の
一
般
的
承
認
が
、

国
家
の
財
政
上
の
収
入
・
支
出
の
運
営
を
景
気
へ
の
影
響
手
段
と
し
て
用
い
る
と

一
九
六
四
年
の
連
邦
政
府
の
経
済
報
告

で
、
公
の
予
算
の
「
景
気
政
策
手
段
へ
の
拡
大
」
の
可
能
性
が
原
則
的
に
認
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
ば
。

一
歩
一
歩
、

地
歩
を
占
め
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

た
と
え
ば
、

し
か
し

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
国
家
の
反
循
環
的
予
算
政
策
と
か
多
年
次
財
政
計
画
な
ど
の
影
響
手
段
の
行
使
が
、
基
本
法
一

O
九
条
を
改
正
し
な
い
で
も
可
能
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

た
が
、
結
局
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

「
財
政
改
革
専
門
家
委
員
会
」
な
ど
で
長
い
間
議
論
さ
れ

一
九
六
七
年
の
基
本
法
一

O
九
条
改
正
と
な
っ
た
の
で
払
況
。

こ
の
問
題
は

こ
の
基
本
法
一

O
九
条
改
正
に
よ
っ
て
、
遂
に
、
公
の
予
算
運
営
が
、
現
代
の
産
業
国
家
の
経
済
・
財
政
政
策
的
任
務
の
遂
行
の
中
心

(
8
)
 

に
定
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
基
本
法
一

O
九
条
改
正
は
、
従
来
の
条
文
は
同
条
第
一
項
と
し
て
そ
の
ま
ま
残
り
、
新
た
に
三
つ
の
項
を
追
加
す
る
と
い

う
形
で
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
そ
れ
ら
の
追
加
項
目
を
順
次
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

2 

基
本
法
一

O
九
条
ニ
項
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、説

基
本
法
一

O
九
条
二
項
に
よ
れ
ば
、

「
連
邦
お
よ
び
州
は
、

そ
の
予
算
運
営
に
お
い
て
、

全
経
済
的
均
衡
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

百l詰

し
た
が
っ
て
、

け
ら
れ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
国
家
機
関
は
、
公
的
予
算
を
通
し
て
多
元
的
に
相
争
う
経
済
的
諸
利
益
を
調
整
し
、
経
済
を
包
括
的
に
誘
導

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
で
お
。
こ
の
こ
と
を
別
の
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
従
来
は
、
景
気
・
不
況
対
策
あ
る
い
は
安
定
政

こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
連
邦
や
州
は
、
反
循
環
的
な
景
気
対
策
も
含
め
て
積
極
的
な
予
算
運
営
を
行
う
よ
う
義
務
づ

策
は
、

い
わ
ゆ
る
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
原
則
(
冨
8
2
R
U
B
5
)
に
基
づ
い
て
、
連
邦
銀
行
の
貨
幣
操
作
に
よ
っ
て
達
成
で
き
る
と
考
え
ら
れ

(
日
)

て
い
た
が
、
そ
れ
は
最
早
、
現
行
の
基
本
法
に
は
適
合
し
な
い
と
み
な
さ
れ
、

(ロ)

憲
法
上
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
フ
イ
ス
カ
リ
ス
ト
の
原
則

q
u
E
F
B
E
)
が、

そ
れ
で
は
次
に
、

ま
ず
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

(
日
)

単
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
で
は
な
く
、
義
務
づ
け
規
範
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
務
づ
け
と
い
っ
て

こ
の
一

O
九
条
二
項
の
法
的
性
質
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
点
、

こ
れ
は

も
、
連
邦
は
州
に
た
い
し
て
特
別
の
高
権
や
監
督
権
を
も
た
な
い
の
で
、
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
連
邦
も
州
も
独
自
に
判
断
す
る
こ
と

{
M
)
 

に
な
る
。
そ
の
場
合
、
ど
ち
ら
か
が
、
他
方
が
そ
の
判
断
の
枠
の
限
界
を
超
え
て
い
る
と
解
す
る
時
、
す
な
わ
ち
、

(
日
)

務
に
反
し
て
い
る
と
考
え
る
時
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
法
的
性
質
の
問
題
と
し
て
、

一
O
九
条
ニ
項
の
義

こ
の
条
項
に
基
づ
い
て
、
個
人
が
連
邦
や
州
に
た
い
し
て
、
全
経
済
的
均
衡
の
た
め
の
措
置
を
と

る
こ
と
を
、
裁
判
所
で
請
求
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、

(
時
)

均
衡
へ
の
直
接
の
義
務
を
負
う
も
の
で
も
な
い
。

こ
れ
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
逆
に
、
個
人
は
全
経
済
的

さ
て
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は

「
全
経
済
的
均
衡
」
の
意
味
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

い
う
ま
で
も
な
く
、

文
言
は
不
確
定
法
概
念
で
あ
る
。
こ
の
点
、

立
法
者
自
身
が
、
長
い
議
論
の
あ
と
、
憲
法
上
の
定
義
を
あ
き
ら
め
た
の
で
あ
っ
た
。
何
故

148 (5-3・4-448) 
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な
ら
、

(
げ
)

経
済
学
の
特
定
の
状
態
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た

そ
の
よ
う
な
定
義
づ
け
は

が
っ
て

魔
法
の
四
陣
角
と
い
わ
れ
る
四
つ
の

基
本
法
一

O
九
条
二
項
の
い
う
「
全
経
済
的
均
衡
」
は
そ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

た
と
え
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
が

「
全
経
済
的
均
衡
」
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
掲
げ
て
は
い
る
が
、

そ
こ
で
再
度
、
本
項
の
法
的
性
質
論
に
言
及
す
る
と
、
本
項
に
基
づ
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
判
断
で
き
る
の
は
、
「
全
経
済
的
均
衡
」

そ
の
概
念
の
一
般
的
な
枠
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
す
ぎ
な
い
の
で

あゴコが
るこエー
。般

的

適
切

な
さ
れ
て
u、
る
か

あ
る
い
は
、

と
こ
ろ
で
次
に
、
本
項
に
は
、
「
市
町
村
」
と
い
う
文
言
は
入
っ
て
い
な
い
。

(
市
町
村
組
合
を
含
む
|
l以
下
同
じ
)
も
入
る
か
否
か
が
争
わ
れ
る
。

そ
こ
で
解
釈
論
と
し
て
、
本
稿
の
中
に
当
然
に
市
町
村

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

そ
こ
で
ま
ず
、
市
町
村
は
州
の
部
分
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
市
町
村
も
当
然
に
本
項
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
説
が
あ

(
幻
)

る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
基
本
法
一

O
九
条
四
項
(
後
述
)
に
お
い
て
は
、
領
域
団
体
と
い
う
文
言
で
、
市
町
村
が
明
文
を
も
っ
て
言
及
さ

れ
て
い
る
の
に
、
本
項
(
三
項
に
お
い
て
も
同
じ
)

そ
れ
ゆ
え
、

で
は
、
ど
こ
に
も
領
域
団
体
と
か
市
町
村
と
い
う
文
言
は
見
あ
た
ら
な
い
。

本
項
に
は
市
町
村
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
説
が
で
て
ぷ
。
あ
る
い
は
文
、
連
邦
高
の
予
算
活
動
の
自
治
の
中
に
、
市
町
村
の
そ
れ
が
当

然
に
含
ま
れ
る
と
な
る
と
、
連
邦
や
州
の
国
家
性
が
反
映
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
本
項
の
中
に
市
町
村
を
含
ま
せ
な
い
説
も
あ
る
。

し
か
し
、
右
に
述
べ
た
否
定
説
に
お
い
て
も
、
市
町
村
の
予
算
運
営
を
直
接
的
に
拘
束
す
る
こ
と
は
、
基
本
法
二
八
条
二
項
が
地
方
自

治
権
を
「
法
律
の
範
囲
内
」
で
保
障
し
て
い
る
以
上
、
法
律
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
否
定
説
に
よ
れ

へ
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、

ば
、
市
町
村
が
そ
の
予
算
運
営
に
お
い
て
「
全
経
済
的
均
衡
」

一
九
六
七
年
の
「
経
済
安
定
成
長
促
進

法

一
六
条
な
ど
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
理
論
の
差
異
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
基
本
法
一

O
九
条
二
項
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
全
経
済
的
均
衡
」
と
い
う
概
念
の
方

(5-3・4-449) 149 



説

が
、
魔
法
の
四
陣
角
に
そ
の
内
容
が
限
定
さ
れ
る

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
の
「
全
経
済
的
均
衡
」
の
概
念
よ
り
広
い
と
い
う
点
に
あ

150 

ら
わ
れ
よ
う
。

こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
連
邦
は
、
連
邦
法
律
に
よ
っ
て
、

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

景
気
即
応
的
予
算
運
営
や
多
年
次
財
政
計
画
に
対
す
る
諸
原
則
を
定
め
る
こ

(5-3・4-450) 

さきぶ

同岡

3 

基
本
法
一

O
九
条
三
項

基
本
法
一

O
九
条
三
項
に
よ
れ
ば

「
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
要
す
る
連
邦
法
律
に
よ
り
、
連
邦
お
よ
び
州
に
共
通
に
適
用
さ
れ
る
財
政
法
の
原
則
法
、
景
気
に
即
し
た
財

政
運
営
お
よ
び
多
年
に
わ
た
る
財
政
計
画
の
原
則
を
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
原
則
立
法
に
た
い
す
る
連
邦
の
権
能
は
、

す
べ
て
の
公
的
な
予
算
運
営
、
す
な
わ
ち
、
連
邦
、
州
お
よ
び
市

町
村
(
市
町
村
組
合
)
に
及
ぶ
と
解
さ
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
、
本
項
に
お
い
て
も
、
前
述
の
第
二
項
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
市
町
村
と
い
う
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
文

の
「
連
邦
お
よ
び
州
に
共
通
に
」
と
い
う
こ
と
は
、

た
だ
連
邦
立
法
者
は
州
の
み
(
市
町
村
を
含
む
)
に
た
い
す
る
原
則
を
定
立
で
き
な
い

(
M
m
v
 

州
お
よ
び
市
町
村
も
含
め
て
の
原
則
を
定
立
で
き
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
共
通
で
あ
れ
ば
、
連
邦
、

か
く
し
て
、
従
来
は
、
市
町
村
の
予
算
運
営
に
つ
い
て
は
州
の
立
法
者
の
み
が
制
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ

が
、
今
や
、
連
邦
立
法
者
も
、
原
則
立
法
と
い
う
形
式
で
は
あ
れ
、
市
町
村
に
た
い
し
て
、
景
気
即
応
的
予
算
運
営
や
多
年
次
財
政
計
画

の
原
則
を
呈
示
す
る
権
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
連
邦
法
律
と
し
て
の
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
九
条
に
よ
り
連
邦
は
、
そ
の
予
算
運
営
に
つ
い
て
財
政
五
ヶ
年
計
画
に

基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
目
、
ま
た
、
州
に
つ
い
て
も
、
第
一
四
条
に
よ
っ
て
同
様
の
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
場
合
、
予
算
総
則
法
玉

O
条
以
下
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
り
詳
し
い
手
続
を
個
別
的
に
定
め
て
い
る
。



さ
て
市
町
村
は
、
も
と
も
と
多
年
次
財
政
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
、

法
律
に
よ
っ
て
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
け
れ
ど

も
、
全
経
済
的
均
衡
へ
向
け
ら
れ
る
市
町
村
の
予
算
運
営
の
本
質
的
要
件
は
、
市
町
村
の
多
年
次
財
政
計
画
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

し
か
し
、

そ
こ
で
問
題
は
、
市
町
村
が
多
年
次
財
政
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
、
法
的
に
み
て
許
容
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
高
権

3
3巴
邑
各
o
Z
X
)

の
一
部
分
と
し
て
の
計
画
高
権

Q
E
E話
各
o
Z
X
)

(
認
)

は
、
市
町
村
の
財
政
高
権
(
出
口
B
N
r
o
r
x
)
と
結
合
し
て
、
財
政
計
画
を
含
む
と
い
う
こ
と
や
、

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

一
六
条

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

項
に
よ
り
、
市
町
村
も
「
全
経
済
的
均
衡
」
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
町
村
が
多
年
次
財
政
計
画
を
定

(
お
)

立
す
る
こ
と
も
法
律
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

(
担
)

政
計
画
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
大
部
分
の
市
町
村
が
多
年
次
財

と
こ
ろ
が
、
今
日
で
は
、
多
く
の
州
で
、
市
町
村
法
や
市
町
村
予
算
法
な
ど
で
財
政
五
ヶ
年
計
画
を
定
立
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

西
ド
イ
ツ
で
は
、
今
日
、
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
の
公
的
予
算
に
お
い
て
全
国
家
的
に
統
合
さ
れ
る
多
年
次
財
政
計
画
が
存
在

(
お
)

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
市
町
村
も
、
予
算
運
営
に
お
い
て
、
五
ヶ
年
財
政
計
画
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
ず
、
か
つ
「
全
経

か
く
し
て
、

済
的
均
衡
」
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
連
邦
も
州
も
、

さ
ら
に
市
町
村
も
財
政
五
ヶ
年
計
画
を
有
す
る
と
い
う
場
合
、

そ
れ
ら
の
諸
団
体
の
財
政
計
画

を
調
整
す
る
必
要
が
生
じ
よ
う
が
、
一
九
六
九
年
の
予
算
総
則
法
王
一
条
に
よ
り
、
連
邦
、
州
お
よ
び
市
町
村
の
代
表
者

か
ら
構
成
さ
れ
る
「
財
政
計
画
委
員
会
」

(
E
Eロ
色
白
ロ
ロ
ロ
岡
田
円
巳
)
が
設
け
ら
れ
、

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て

そ
の
た
め
に
、

こ
れ
が
調
整
の
た
め
の
勧
告
(
開
B
1
0
2
5聞
の
と
を
与 そ

(5-3・4-451) 151 



説

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

グ
レ
ー
ト
ル
ツ
プ
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
が
「
財
政
計
画
委
員
会
」
に
お
い
て
、
直
接
か
っ
対
等
に
、
連

152 

論

邦
や
州
と
並
ん
で
、
全
国
家
的
な
意
思
形
成
の
重
要
な
問
題
に
参
与
し
、
実
際
に
も
多
く
の
点
で
共
同
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

(

叩

拍

)

で
あ
る
。
そ
し
て

(
鈎
)

わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ド
イ
ツ
憲
法
史
上
始
め
て
、
州
が
市
町
村
を
代
表
す
る
と
い
う
憲
法
原
則
が
崩
さ
れ
た
と
い

連
邦
レ
ベ
ル
で
の
委
員
会
に
参
加
さ
せ
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
基
本
法
二
八
条
二
項
で
保
障
さ
れ
て
い
る

(5-3・4-452) 

こ
の
よ
う
に
、
全
体
的
な
全
経
済
的
均
衡
の
た
め
に
市
町
村
を
国
家
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
の
「
補
償
」
と
し
て
、
市
町
村
を

地
方
自
治
権
の
保
障
の
観
点
で
十
分
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
こ
こ
で
は
し
か
し
、
市
町
村
に
対
し
て
確
固
と
し
た
共
同
決
定
権
が
認
め

そ
の
「
補
償
」
は
不
十
分
で
あ
る
と
す
る
説
だ
け
を
あ
げ
で
お
き
た
ザ

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

さ
い
ご
に
付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
は

た
と
え
ば
連
邦
の
財
政
計
画
を
と
っ
て
み
て
も
、
政
治
的
な
任
務
計
画
に
よ
る
補
完
な
し
に

は
、
そ
の
財
政
計
画
に
よ
っ
て
政
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
十
分
に
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
て
き

(

4

)

{

必
)

た
。
そ
こ
で
一
九
六
九
年
に
、
連
邦
内
務
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
が
連
邦
行
政
の
改
革
案
を
提
出
し
、
財
政
計
画
に
た
い
し
て
、

別
個
の
「
目
的
に
向
け
ら
れ
た
任
務
計
画
」
を
さ
し
は
さ
む
よ
う
勧
告
し
て
い
る
が
、

(
必
)

な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

そ
の
提
案
の
実
現
も
実
際
に
は
う
ま
く
い
っ
て
い

4 

基
本
法
一

O
九
条
四
項

基
本
法
一

O
九
条
四
項
に
よ
れ
ば

「
全
経
済
的
均
衡
を
み
だ
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
要
す
る
連
邦
法
律
に
よ
り
、

左
の
事
項
に
関
す
る
規
定
を

発
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1 

領
域
団
体
、

お
よ
び
目
的
組
合
に
よ
る
信
用
借
入
れ
の
最
高
額
、
条
件
お
よ
び
時
間
的
順
序
、

お
よ
び

2 

ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
に
、
無
利
息
の
預
金
(
景
気
調
整
準
備
金
)
を
し
て
お
く
連
邦
お
よ
び
州
の
義
務



(
以
下
、
省
略
ご

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
同
法
一

O
九
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
景
気
誘
導
の
た
め
の
、

よ
り
一
層
包
括
的
な
手
段
が
創
設
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
今
や
連
邦
立
法
者
は
、
全
経
済
的
均
衡
の
障
害
の
防
止
の
た
め
に
、
州
、
市
町
村
な
ら
び
に
目
的
組
合

(
N
5
n
T
2
E
E叩
)
の
公

的
予
算
の
部
面
に
お
い
て
、
最
高
額
な
ど
の
制
限
を
と
お
し
て
公
債
市
場
に
影
響
を
与
え
る
か
、
連
邦
や
州
に
た
い
し
て
、
貨
幣
循
環
の

制
限
の
た
め
に
景
気
調
整
準
備
金
の
形
成
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
邦
は
、
州
や
市
町
村
に
た
い
し
て
、
そ
の
予
算
運
営
に
つ
い
て
直
接
に
介
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

(
叫
)

る
。
し
か
も
、
連
邦
に
た
い
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
公
債
制
限
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
授
権
を
制
限
す
る
規
定
が
な
い
と
い

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

こ
こ
に
お
い
て
も
、
基
本
法
二
八
条
ニ
項
で
保
障
さ
れ
た
市
町
村
の
自
治
権
を
侵
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

(
必
)

疑
問
が
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

う
こ
と
で
、

す
な
わ
ち
、
公
債
制
限
の
手
段
の
適
用
に
お
い
て

も
し
そ
れ
が
、
個
々
の
具
体
的
な
市
町
村
の
多
様
性
を
無
視
し
て
、
図
式
的
に
公

あ
る
市
町
村
に
と
っ
て
は
、

危債
険の
性最
が高
あ額
るや
の量
で的
あ(規
る46制
。を

行
っ
と
す
る
と

そ
の
財
政
運
営
に
た
い
し
て
か
な
り
な
侵
害
が
加
え
ら
れ
る

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
ニ

O
条
二
項
は
、
市
町
村
等
の
公
債
の
最
高
額
を
七
割
に
縮
め
て
、
余
っ
た
金
額
を
、
州
か

ら
、
特
定
の
市
町
村
等
の
特
に
緊
急
な
投
資
活
動
の
た
め
に
付
加
的
に
交
付
で
き
る
と
し
た
り
、
さ
ら
に
同
法
二
一
条
も
、
州
に
た
い
し

そ
の
余
っ
た
一
定
の
金
額
を
、
他
の
市
町
村

し
か
し

て
、
市
町
村
等
の
公
債
の
最
高
額
が

予
算
条
例
に
お
け
る
公
債
授
権
を
上
廻
っ
た
と
き
、

等
に
た
い
し
て
、
付
加
的
な
公
債
の
必
要
の
た
め
に
割
り
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
図
式
的
な
公
債
制
限
の
弾

(
幻
)

力
化
を
図
つ
て
は
い
る
の
で
あ
る
。
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ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界
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ω
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0
・
・
〉
円
?
呂
田
河
仏
日
・

8
・
な
お
、
後
述
の
よ
う
に
、
市
町
村
も
本
項
に
よ
り
義
務
づ
け

ら
れ
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
市
町
村
の
義
務
違
反
に
た
い
し
て
は
、
連
邦
が
州
を
訴
え
る
こ
と
に
な
る
(
話
「
宮

2
5
¥

U
E『百¥図。円
N
o
m
h口
rD]Nw
白・ロ・

9
・
〉
ユ
・
呂
田
河
内
同
ロ
円
・
品
。
)
。
な
お
、
憲
法
訴
訟
は
、
た
と
え
ば
こ
の
基
本
法
一

O
九
条
に
よ
る
権
利
・
義

務
に
つ
い
て
憲
法
機
関
の
聞
で
争
い
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
、
後
述
の
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
の
執
行
、
た
と
え
ば
反
循
環
的
予
算
政
策
や

財
政
計
画
に
お
け
る
問
題
は
、
最
早
、
憲
法
訴
訟
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
〈
間
「

ω
g
g
¥玄
E
口
r¥出
回
目
B
q
o
p
白・白・

9
・
ω
a
-
な
お

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
一
条
と
裁
判
所
に
よ
る
審
査
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、

da--
宮
白
円
「
ロ
回
当
日
oro--4〈
宮
田
口
『
広
三
g

E
ロ
m
g
L

〈
0
2ロ
-Z口問
ω問。江口
rH一一口
r
a
F
n
z
z
n
r
c
H
N
L
g
J弓
E
ω
n
z
z
z
E
n
r
舟
S
F
F白
骨
∞
盟
国
E
E
Z同
2
2
N
O
P
ω
・
自
由
民
・

な
お
又
、
経
済
政
策
立
法
と
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

4m}・
∞
白
L
5
P
E
n
Z
2
z
n
r
o
m
F
E
P口問問。
n
z

ロ
ロ
与
さ
吉
田
n
E
F
3
5
F
Z
H
忠
告
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『
ニ
Z
H
F
E主
悶
司
円
U
E
R
E
g
g
-
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・
2
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R
-

(
日
)
〈
間
戸
富
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白
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〉
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H
C
U
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-

(
却
)
こ
の
問
題
は
、
別
の
形
で
と
ら
え
る
と
、
基
本
法
一

O
六
条
九
項
に
よ
れ
ば
、
「
市
町
村
(
市
町
村
組
合
)
の
収
入
と
支
出
は
、
こ
の
一

O
六

条
の
意
味
に
お
け
る
ラ
ン
ト
の
収
入
と
支
出
と
し
て
妥
当
す
る
」
と
規
定
し
て
あ
る
が
、
同
法
一

O
九
条
二
項
に
お
い
て
も
、
市
町
村
の
予
算
活

動
が
州
の
予
算
活
動
の
部
分
と
し
て
妥
当
す
る
と
い
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
基
本
法
一

O
六
条
九
項
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
が
連
邦
と
州
の
二
段
階
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
事
実
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
(
品
-
・

7
p
p
-
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H
E
t
g
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言見

(
部
)
長
期
(
一

O
年
)
と
中
期
(
五
年
)
が
あ
る
。

(
部
)
〈
包
-
g
o
g
¥冨
E
n
r
¥ロロロ
ω
B
4
0ア
白

p
o
-
-
ω
-
N
S・
な
お
財
政
計
画
の
憲
法
問
題
と
し
て
、
〈
凹
-
-
P
R円
切
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5
P
〈
R
P
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町
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N司
]
由
ロ
ロ
ロ
悶
・
山
口
日
間
mmw仲間同
rmHF片
岡
吋

rocιD円
γι[白ロロ
P
H由吋
Hω
・
H
同・

(
幻
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富
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--2・
F
白・

0
・wω
・
8
・
な
お
毎
年
の
予
算
も
計
画
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
毎
年
の
予
算
は
、
各
官
庁
の
イ
ニ
シ
ア
テ

イ
グ
や
、
財
政
大
臣
や
専
門
官
庁
の
間
の
財
政
的
な
む
し
り
と
り
の
結
果
で
き
る
も
の
で
、
こ
こ
で
い
う
計
画
と
い
う
も
の
で
は
な
い
(
〈
包
・

司
田
宮
町
四
・
白
・
白
・
。
・
・

ω
-
H。印)。

(
部
)
こ
の
計
画
は
、
連
邦
財
政
大
臣
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
政
府
が
承
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
が
、
議
会
へ
は
呈
示
さ
れ
る
の
み
な
の
で
あ
る
(
「
経

済
安
定
成
長
促
進
法
」
九
条
)
。
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、
そ
の
予
算
運
営
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
財
政
五
ヶ
年
計
画
を
基
礎
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
律
さ
れ
て
い
る
。
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六
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二
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邦
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会
議
決
に
よ
り
、
地
方
予
算
は

可
能
な
限
り
透
邦
予
算
に
平
進
化
さ
れ
る
こ
と
が
要
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さ
れ
て
い
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会
主
・
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g
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c
・
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Fイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

(
幻
)
〈
悶
]
・
同
F
5
ω
丹市
E
-
ロ
2
ω
富
民

2
2
Z
《
目
白
切
己
ロ
LO回
吋
昌
己
豆
一
r
u
E仲間
n
E白ロ
LW
回目口《
HM-
∞
-
H
O∞
「
と
こ
ろ
で
、
マ
ウ
ン
ツ
に
よ

れ
ば
、
こ
の
財
政
計
画
委
員
会
は
、
た
と
え
ば
、
基
本
法
一

O
六
条
三
項
四
文
一
号
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
連
邦
と
州
の
共
通
の
財
政
計
画
を

成
立
に
至
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
、
当
初
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
と
い
う
合
間
「
呂
田
E
N
¥ロ
青
山
間
¥

国

2Nom¥ω
口
}Hor・白・白・
0
・
・
〉
Z
-
H
O
U
伺
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ロ
吋
・
町
一
N)
。

な
お
、
一
九
六
七
年
の
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
一
八
条
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
「
景
気
調
整
委
員
会
」
に
も
、
市
町
村
の
代
表
者
が

参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
戸
冨
2
5
¥
U
E問¥出
2
8開
通
ロ
Z-N-
ロ・白・

9
・
〉
2
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ω
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9
・
ω・
MMω
『
・
し
か
し
、
グ
レ
ー
ト
ル
ツ
プ
が
「
実
際
に
も
多
く
の
点
で
共
同
決
定
で
き
る
」
と
い
う
場
合
、

「
実
際
に
も
」
と
い
う
の
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
少
く
と
も
法
的
に
は
、
市
町
村
は
、
情
報
権
、
聴
取
権
お
よ
び
共
同
審
議
権
を
も
つ
だ
け
で
、

州
が
連
邦
参
議
院
で
も
っ
て
い
る
よ
う
な
共
同
決
定
権
や
拒
否
権
を
、
市
町
村
は
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
品
-
・

3
己
i
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]
5・

gHiロ
ロ
右
足
F
。。
S
F
E
E
-
5
m
g
L
自
己
ミ
呂
田
口
Z
E
E
E
3
E
F
ω
-
H
H
ω
同
・
な
お
、
一
九
七
五
年
以
来
、
市
町
村
は
連
邦
議
会
議
事

規
則
に
よ
り
、
連
邦
議
会
の
諸
委
員
会
で
の
聴
取
権
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
、
〈
悶
「
司
自
ア
固
め
-
S
E
T河口
3
2
F
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C
J
∞
-HHAH-

(
却
)
〈
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0
8
R
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ω-NNA--

(
必
)
い
わ
ゆ
る
「
地
方
自
治
の
新
構
想
」
あ
る
い
は
「
地
方
自
治
の
機
能
的
な
理
解
」
か
ら
す
れ
ば
、
地
域
の
事
項
と
超
地
域
的
な
事
項
と
は
交
錯

し
て
い
る
の
で
、
市
町
村
を
国
家
へ
統
合
し
て
、
そ
の
「
補
償
」
と
し
て
市
町
村
に
参
加
を
認
め
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
伝
統

的
な
自
治
権
論
か
ら
、
基
本
法
二
八
条
二
項
は
地
域
の
事
項
は
市
町
村
の
自
己
責
任
で
行
う
権
利
を
保
障
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
「
補
償
」

は
単
な
る
参
加
で
は
不
十
分
と
い
う
の
で
あ
る
(
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な
お
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想
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つ
い
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、
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(
4
)
 

る
も
の
‘

四
、
州
の
直
接
的
誘
導
手
段
に
よ
る
も
の
、

そ
こ
で
、

玉
、
州
の
間
接
的
誘
導
手
段
に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

お
よ
び
、

の
分
類
に
よ
る
と

こ
れ
か
ら
検
討
し
よ
う
と
す
る
同
法
一
六
条
一
項
に
よ
る
市
町
村
の
義
務
づ
け
は
、
第
一
の
中
に
、

ま
た
同
法
二
ハ

条
ニ
項
に
よ
る
州
に
た
い
す
る
義
務
は
、
第
三
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
波
及
規
範
百
円
臼
5
n
E
Z
8
2
5
)
が
必
要
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
根
拠
は
次
の
よ
う
な
理
由
の

中
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
町
村
の
予
算
運
営
は
、
実
際
に
は
か
な
り
州
予
算
に
依
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
的
に
は
独
立
で

あ
り
、

す
べ
て
の
市
町
村
が
自
己
の
予
算
を
定
立
で
き
る
が
ゆ
え
に
、
市
町
村
は
法
律
上
拘
束
さ
れ
な
い
支
出
の
枠
内
で
、
景
気
即
応
的

あ
る
い
は
反
循
環
的
に
で
も
な
く
、
景
気
循
環
の
波
に
の
っ
て
(
ヌ

oar-55
行
動
で
き
た
か
ら
、
そ
れ
が
全
国
家
的

な
全
経
済
的
均
衡
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
好
ま
し
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
千
そ
の
う
え
、
地
方
団
体
の
全
経
済
に
た
い
す
る
位
置

に
で
は
な
く
、

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

づ
け
は
決
し
て
軽
ん
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
統
計
を
み
て
も
、

公
的
機
関
の
支
出
に
占
め
る
地
方
団
体

す
べ
て
の
公
共
投
資
の
約
三
分
の
ご
が
地
方
団
体
に
関
係
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
全

経
済
的
均
衡
の
た
め
に
、
市
町
村
の
予
算
運
営
を
誘
導
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
一
句

の
支
出
割
合
は
、
約
四
分
の
一
で
あ
り
、

2 

同
法
二
ハ
条
一
項
の
法
的
性
質

ま
ず
、

一
六
条
一
項
に
よ
る
市
町
村
の
自
治
権
の
制
約
は
、

地
方
自
治
権
を
保
障
し
た
基
本
法
二
八
条
二

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

項
に
違
反
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
た
し
か
に
基
本
法
二
八
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
は
地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
事
務
を
自
己
責
任
で
遂
行
で
き

(
9
)
 

る
が
、
そ
れ
と
て
も
決
し
て
法
的
に
無
制
限
と
い
う
の
で
は
な
く
、

「
法
律
の
枠
内
」

で
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
法
律
に
よ
る
制
約
と
い
う
の
も
決
し
て
無
制
限
で
は
な
く
、
地
方
自
治
権
の
本
質
的
内
容
(
巧
2
8
m
m岳
恒
三

(m) 

(関市

B
Z
E
n
r
)
を
侵
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

あ
る
い
は
核
心
領
域 ヲ'、.
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説

そ
こ
で
問
題
は
、

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

一
六
条
一
項
に
よ
る
市
町
村
の
義
務
づ
け
が
、
地
方
自
治
権
の
本
質
的
内
容
を
侵
す
の

160 

か
ど
う
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
財
政
・
景
気
政
策
的
発
展
の
自
由
は
歩
調
を
合
わ
せ
て
ゆ
か
ね
ば
な

(5-3・4-460) 

告号、

両同

ら
な
い
国
家
財
政
の
運
営
の
中
で
、
国
家
の
財
政
・
景
気
政
策
的
発
展
よ
り
も
大
き
い
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
同
法
一
六
条
一

項
に
よ
る
義
務
づ
け
は
決
し
て
地
方
自
治
権
の
本
質
を
侵
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
西
ド
イ
ツ
で
は
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
次
に
、
本
項
と
同
法
一
条
と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
同
法
一
条
の
場
合
は
、
連
邦
と
州
に
た
い

し
て
、
経
済
・
財
政
政
策
的
措
置
に
お
い
て
全
経
済
的
均
衡
の
考
慮
を
義
務
づ
け
る
の
に
た
い
し
て
、
本
項
は
、
市
町
村
に
た
い
し
て
、

そ
の
予
算
運
営
に
お
い
て
、
同
法
一
条
の
目
的
を
考
慮
す
る
よ
う
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
法
の
制
定
前
、
連
邦
議
会
の
法
務
委
員
会
で
、
そ
も
そ
も
同
法
一
六
条
一
項
の
よ
う
な
義
務
づ
け
が
、
連
邦
の
権
限
内

に
お
さ
ま
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
が
疑
問
と
さ
れ
て
い
が
。
し
か
し
結
論
的
に
は
、
基
本
法
一

O
九
条
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
同
条
第

三
項
が
設
け
ら
れ
、
連
邦
に
た
い
し
て
原
則
法
と
い
う
形
式
で
、
市
町
村
を
含
む
す
べ
て
の
公
の
手
に
た
い
す
る
規
律
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
権
限
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

促
進
法
」

「
経
済
安
定
成
長

一
六
条
一
項
は
、
市
町
村
の
予
算
運
営
を
も
っ
ぱ
ら
一
般
的
な
全
経
済
的
な
枠
で
も
っ
て
拘
束
す
る
の
み
で
、
予
算
形
成
の
個

々
的
な
こ
と
が
ら
に
ま
で
干
渉
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
か
ほ
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
同
法
一
六
条
一
項
は
決
し
て
地
方
自
治

し
か
し

こ
の
場
合
で
も
、
原
則
法
と
い
え
ど
も
基
本
法
二
八
条
二
項
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

権
の
本
質
を
侵
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

3 

一
六
条
ニ
項
に
よ
る
州
の
市
町
村
へ
の
景
気
政
策
的
影
響
の
義
務

2
1
 

基
本
法
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
へ
の
直
接
の
介
入
権
は
、
連
邦
に
た
い
し
て
は
原
則
的
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

問
題
の
所
在

「
経
済



一
六
条
一
項
で
定
め
ら
れ
た
市
町
村
の
義
務
の
維
持
を
、
連
邦
は
そ
れ
自
身
で
は
監
督
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市

町
村
の
監
督
は
、
た
と
え
連
邦
法
律
で
創
設
さ
れ
た
法
的
義
務
の
尊
重
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
時
で
も
、
州
の
権
能
に
属
す
る
の
で
あ

匂
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
同
法
一
六
条
二
項
に
基
づ
い
て
、
州
が
、
市
町
村
の
予
算
運
営
が
景
気
政
策
的
要
請
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
適

安
定
成
長
促
進
法
」

切
な
措
置
に
よ
っ
て
市
町
村
に
影
響
を
与
え
る
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
法
一
六
条
二
項
は
、

何
が
適
切
な
措
置
か
に
つ
い
て
は
何
の
定
め
も
設
け
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
何
が
適
切
な
措
置

の
執
行
法
と
で
も
い
う
べ

か
に
つ
い
て
は
、
州
の
完
全
な
自
由
な
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

シ
ェ
ー
マ
化
し
な
け
れ
ば
、
州
が
経
済
的
危
機
に
な
っ
て
始
め
て
、
適
切
な
措

同
じ
く
経
済
的
危
機
の
よ
う
な
場
合
に
、
市
町
村
と
し
て
は
、
州
か
ら
ど
の
よ
う
な
措
置
が
な
さ

(
日
)

れ
る
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

き
州
法
律
が
出
来
て
、
何
が
適
切
な
措
置
か
に
つ
い
て
、

置
を
探
し
始
め
る
と
い
っ
た
危
機
や
、

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
執
行
法
」
と
い
う
よ
う
な
法
律
は
存
在
し
な
く
て
、
各

(
日
)

州
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
法
(
の
O
E
O
-
H
L
O
C
H
E
E
m
)
等
の
中
で
関
連
規
定
を
有
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
バ

イ
エ
ル
ン
市
町
村
法
六
一
条
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
は
全
経
済
的
均
衡
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
り
、
同
法
七

O
条
に
よ
れ

し
か
し
な
が
ら
、

実
際
に
は
ど
の
州
に
も
、

特
別
の

予
算
運
営
に
つ
い
て
、
財
政
五
ヶ
年
計
画
に
基
づ
く
べ
き
こ
と
、

お
よ
び
投
資
計
画
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

ば
、
市
町
村
は
、

し
か
し
、

こ
こ
で
も
、
州
が
と
る
こ
と
の
で
き
る
適
切
な
措
置
と
は
何
か
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
な

い
か
な
る
措
置
が
許
容
さ
れ
る
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

い
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ぃ
。
し
た
が
っ
て
、

全
実
定
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も
、

(ロ)

「
適
切
な
措
置
」
の
意
味

さ
て

一
六
条
二
項
の
「
適
切
な
措
置
」
と
は
何
か
。

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

こ
こ
で
、
当
然
の
前
提
と
な
る
の
は
、
法
律
的
に
の
み
許
さ
れ
る
介
入
措
置
、

お
よ
び
市
町
村
の
財
政
高
権
の
核
を
侵
さ
な
い
よ
う
な

(5-3・4-461) 161 
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(

げ

)

白

も
の
の
み
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
州
の
介
入
で
、

(
路
)

一
般
的
な
国
家
統
制
権
力
と
同
じ
も
の
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
許
さ
れ
な
い
。
す

162 

こ
こ
で
い
う
「
適
切
な
措
置
」
は
、

そ
の
つ
ど
、
詳
し
く
限
界
づ
け
ら
れ
た
要
件
に
よ
っ
て
の
み
存
在
し
う
る
も
の
で
あ
ろ

~^-­

.'" 
な
わ
ち
、

(
M
U
〕

ぅ
。
こ
の
よ
う
な
要
件
に
か
な
う
措
置
と
し
て
は
、
州
に
よ
る
自
治
監
督
(
関
口
B
B
E
E
-白
丘
回
目

nrc、
参
加
権

(
E
Z
-
F
E開
ωBnrz)、
勧

(
初
)

告
な
い
し
協
議
宙
開
門
曲
目

Em)
お
よ
び
財
政
補
助

(FENU--叩
N
E
垣
内
ロ
含
ロ
四
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
措
置

(

幻

)

そ
の
州
の
義
務
は
連
邦
に
忠
実
な
拘
束
的
な
裁
量
だ
と
か
、

を
州
が
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
場
合
、
一
般
的
に
は
、

(
幻
)

妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

比
例
原
則
が

(5-3・4-462)

(a) 

自

治

監

督

R
O
B
B
E
E
-
E
E
n
g

(
幻
)

本
稿
と
の
関
連
で
は
、
景
気
政
策
上
の
手
段
と
し
て
の
自
治
監
督
が
問
題
と
な
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
多
く
の
説
に
よ
れ
ば
、
自
治
監
督
は
、
合
目
的
性
の
監
督
で
は
な
く
、
合
法
性
の
監
督
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
行
の
州
の
諸
憲
法
か
ら
も
出
て
く
る
結
論
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
憲
法
八
三
条
四
項
に
よ
れ

「
市
町
村
怯
国
家
官
庁
の
監
督
に
服
す
る
。
市
町
村
の
固
有
の
作
用
範
囲
に
属
す
る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
国
家
は
、
市
町
村
に
よ
る

法
律
上
の
義
務
の
履
行
や
法
律
上
の
規
定
の
維
持
に
関
し
て
の
み
監
督
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
景
気
政
策
と
い
う
よ
う
な
白
紙
形
式
に
向
け
ら
れ
た
合
法
性
監
督
は
、
実
際
に
は
市
町
村
の
予
算
活
動
の
完
全
全
部
審
査
に

な
り
か
ね
な
い
で
あ
%
?
な
る
ほ
ど
、

tま

景
気
に
即
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
監
督
の
基
準
は
、

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

一
条
の
目

な
お
も
不
確
定
法
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
に

(
幻
}

基
づ
く
合
法
性
監
督
は
、
な
る
ほ
ど
形
式
的
に
は
合
法
性
監
督
と
い
い
う
る
が
、
実
際
に
は
合
目
的
性
監
督
に
な
る
と
い
い
う
る
。

的
、
す
な
わ
ち
魔
法
の
四
陣
角
に
よ
っ
て
、

や
や
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
と
て
も
、

右
の
よ
う
な
場
合
に
、
市
町
村
の
自
治
権
が
侵
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
市
町
村
に
た
い
し
て
訴
え

の
道
が
聞
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
景
気
政
策
と
い
う
訴
訟
に
親
し
ま
な
い
概
念
を
裁
判
所
が
審
査
で
き
る
可
能
性
は
少
い
ゆ
え
に
、



(
お
)

市
町
村
の
起
す
訴
え
は
排
除
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

(b) 

権

(
E
Z
5
5
m
m
R
n
r
Z
)

参

カ日

次
に
、
参
加
権
に
よ
る
関
与
手
段
が
あ
る
。
こ
の
手
段
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、

(
m
U
)
 

義
務
(
〉
ロ
包
向
。
E
W
E
-
〈
O
円
}
白
悶

4
2
n
r
H
)
の
留
保
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

認
可
、
免
除
、
確
認
お
よ
び
表
示
あ
る
い
は
提
示

さ
て

こ
の
手
段
で
も
っ
て
、
州
が
、
景
気
政
策
と
い
う
国
家
的
利
益
が
か
ら
ま
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
町
村
の
予
算
運

営
の
中
に
、
共
同
形
成
的
に
参
加
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
市
町
村
の
予
算
運
営
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

こ
の
州
に
よ
る
参
加
権
の
行
使
に
お
い
て
、
合
目
的
性
の
考
察
が
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
国
家
の
共
同
形
成
権

(
初
)

が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
認
め
る
説
が
有
力
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
州
の
合
目
的
性
監
督
と
し
て
の
共
同
形
成
権
も
、

し
か
し
、

公
債
の
認
可
の
よ
う
に
、
国
家
的
利
益
な
い
し
景
気
政
策
が

重
要
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
市
町
村
の
経
済
活
動
、
財
産
移
転
、

け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
承
認
な
ど
の
よ
う
に
、
市
町
村
の
保
護
の
方
が
決
定
的
に
重
要
な
時
に
は
、
必
ず
し
も
こ
れ
を
肯
定
で
き
な
い
と
い
う

(
況
)

見
解
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
者
の
場
合
、
単
に
景
気
政
策
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
国
家
の
参
加
権
を
認
め
、
合
目
的
性
監
督
を
許
容
す

そ
れ
は
基
本
法
二
八
条
二
項
の
自
治
権
保
障
に
違
反
す
る
疑
い
も
出
て
こ
よ
う
。

租
税
や
負
担
金
の
確
定
に
お

る
と
す
る
と
、

(c) 

勧
告
な
い
し
協
議

(
F
E
E悶
)

こ
れ
は
、
国
家
関
与
手
段
の
中
で
も
最
も
穏
和
な
手
段
で
札
待
。
し
か
も
、
こ
れ
は
、
市
町
村
の
予
算
運
営
に
た
い
す
る
国
家
関
与
手

か
つ
行
政
政
策
的
に
も
合
目
的
だ
と
さ
れ
て
い
お
か
。
な
ぜ
な
ら
、

段
と
し
て
、

法
的
に
も
疑
問
が
な
く
、

こ
の
手
段
は
、
景
気
政
策
に
と

あ
ら
ゆ
る
公
的
予
算
の
協
調
と
い
う
点
か
ら
し
で
も
、

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

一
六
条
二
項
の
意
味
に
お
け

っ
て
非
常
に
重
要
な
、

る
最
も
適
切
な
措
置
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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説

こ
の
勧
告
な
い
し
協
議
は
、
予
防
的
あ
る
い
は
合
目
的
性
監
督
に
も
行
使
さ
れ
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
手
段
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
バ
イ
エ
ル
ン
市
町
村
法
一

O
八
条
に
そ
の
根
拠
が
あ
る
場
合
が
あ
ち
ト
、
特
別
の
法
的

根
拠
は
必
要
で
な
い
と
す
る
説
も
あ
問
。

と
こ
ろ
で
、

ま
た
、

号ふ
日間

こ
の
手
段
が
実
効
性
を
も
つ
た
め
に
は
、
相
互
の
情
報
に
基
づ
き
、
双
方
が
十
分
に
資
料
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
こ
の
場
合
、
重
要
な
情
報
源
と
し
て
は
予
算
計
画
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
た
と
え
ば
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
は
、
機
能
的

に
、
「
景
気
即
応
的
予
算
運
営
の
執
行
や
財
政
計
画
の
提
示
に
必
要
な
情
報
を
、
連
邦
と
州
が
相
互
に
提
供
す
る
」
(
一
七
条
)
と
定
め
、

か
っ
、
同
法
二
五
条
に
よ
り
、
州
の
権
限
あ
る
最
高
官
庁
は
、
連
邦
経
済
大
臣
に
た
い
し
て
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
州
や
市
町
村
な
ど
の
公

債
需
要
に
関
ナ
る
情
報
を
与
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
は
、
制
度
的
に
も
、
そ
の
三
条
で
、

さ
て
、

同
法
一
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
諸
目
的
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
場
合
に
、
連
邦
政
府
は
、
領
域
団
体
、
労
働
組
合
お
よ
び
企
業
者
連
盟
の
協
調
的
行
動
の
た
め
の
指
針

情
報

3
H
F
E
R
E
g
E
E
H
)
を
提
供
す
る
こ
と
と
定
め
た
り
、
か
っ
、
そ
の
一
八
条
で
、

組
織
づ
け
、
予
算
総
則
法
玉
一
条
の
「
財
政
計
画
委
員
会
」

q
Eロ色
g
g
m
E
C
と
な
ら
ん
で
、
情
報
の
提
供
に
資
す
る
こ
と
に
し
て

「
景
気
調
整
委
員
会
」
(
穴

g-szミ
ヨ
同
)
を

い
る
の
で
あ
る
。

(d) 

財

政

補

助

(
F
E
N
U
-
-
O
N
E
E
Eロ
ぬ
)

次
に
財
政
補
助
と
い
う
措
置
に
よ
る
景
気
誘
導
が
あ
る
。
財
政
補
助
は
、
市
町
村
の
予
算
が
国
家
の
財
政
援
助
に
依
存
し
て
い
る
割
合

(
お
)

が
大
き
い
ゆ
え
に
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。お
お
む
ね
、
租
税
収
入
、
手
数
料
・
使
用
料
収
入
、
行
政
収
入
事
業
活
動
収
入
、
公
債

(

お

)

.

お
よ
び
こ
の
財
政
補
助
か
ら
の
収
入
な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
、
一
方
で
市
町
村
の
租
税
収
入
に
は

(
必
)

差
が
あ
る
し
、
他
方
で
憲
法
上
の
要
請
に
よ
り
(
社
会
国
家
原
則
や
平
等
取
扱
い
の
原
則
)
、
市
町
村
は
生
活
関
係
の
平
等
価
値
性
を
考
慮
し
な

と
こ
ろ
で
、

そ
も
そ
も
市
町
村
の
収
入
は
、

に
よ
る
収
入
、

164 (5-3・4-464) 



的
に
、

租
税
収
入
の
弱
い
市
町
村
は
そ
の
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
補
完

(
位
)

し
か
し
不
可
避
的
に
財
政
調
整
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
財
政
調
整
と
し
て
行
わ
れ
る
財
政
補
助
に
は
、

ま
ず
、
基
本
法
一

O
六
条
七
項
一
文
に
よ
っ
て
、
共
同
租
税
へ

の
州
の
持
分
に
た
い
し
て
認
め
ら
れ
る
市
町
村
の
関
与
権
か
ら
の
財
政
調
整
、
第
二
に
、
基
本
法
一

O
六
条
七
項
二
丈
に
基
づ
い
て
、
州

が
定
め
、

か
つ
州
の
租
税
収
入
か
ら
の
財
政
調
整
、

お
よ
び
第
三
に
、

基
本
法
一

O
四
条

a
の
四
項
に
よ
っ
て
、
連
邦
が
州
に
た
い
し
て

行
い
、
か
っ
市
町
村
の
特
に
重
要
な
投
資
に
た
い
し
て
交
付
で
き
る
財
政
援
助
な
ど
が
あ
る
。

い
っ
た
財
政
調
整
や
、

一
般
的
な
財
政
補
助
と
し
て
の
、
鍵
補
助
と
か
必
要
補
助
と

特
定
の
任
務
と
結
び
付
い
た
補
助
と
し
て
の
目
的
補
助
と
い
う
財
政
調
整
な
ど
が
あ
ド
。
前
者
の
一
般
的
な
補
助

こ
れ
ら
の
財
政
補
助
は
、

さ
ま
ざ
ま
の
形
式
で
な
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

と
し
て
の
財
政
調
整
は
、
金
額
や
支
払
い
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
法
律
上
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
で
、
景
気
即
応
的
に
は
作
用
し
に
く
い

と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

ι肉、
目
的
補
助
の
場
合
は
、
非
法
律
的
な
体
系
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
景
気
政
策
的
に
運

(
必
)

用
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
年
た
え
ず
増
大
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
の
が
目
的
補
助
で

h
?
し
か
し
、
国
家
の
補
助
は
国
家
自

(

川

崎

)

身
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
「
黄
金
の
手
綱
」
と
な
っ
て
、
市
町
村
の
行
動
の
自
由
を
奪
う
危
険
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

ま
ず
、
特
定
の
投
資
の
た
め
の
目
的
補
助
の
廃
止
は
、
社
会
資
本
の
関
連
領
域
で
ミ
ニ
マ
ム
な
標
準

(

品

目

)

が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
市
町
村
に
は
非
常
に
不
利
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
何
が
平
等
な
生
活
条
件
か
は
、
具
体
的
に
は
明

白
に
定
義
守
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
場
合
に
よ
れ
ば
、
目
的
補
助
も
十
分
な
国
家
の
地
域
、
構
造
政
策
の
手
段
と
は
な
ら
な
い
場

合
が
あ
ん
羽
山
ノ
。
ま
た
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
は
、
市
町
村
が
財
政
的
な
自
己
関
与
へ
義
務
づ
け
ら
れ
れ
ば
ら
れ
る
程
(
な
ぜ
な
ら
市
町
村

た
と
え
ば
、
若
干
の
例
と
し
て
、

は
固
有
の
収
入
源
を
立
ち
帰
っ
て
得
ょ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
て
目
的
補
助
の
侵
害
的
機
能
が
一
層
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
さ

(5-3・4-465) 165 



説

い
、
た
し
か
に
市
町
村
は
目
的
補
助
を
自
己
関
与
の
も
と
で
承
認
す
る
よ
う
に
国
家
か
ら
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
国
家
的

166 

な
促
進
手
段
の
利
用
の
単
な
る
可
能
性
か
ら
、

さ
ら
に
財
政
難
に
よ
り
市
町
村
は
通
常
の
投
資
を
自
己
調
達
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
の
た

め
に
、
国
家
補
助
へ
の
強
い
事
実
上
の
強
制
と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
事
実
上
の
強
制
は
、
単
に
投
資
対
象

( 5 -3 • 4 -466) 

~6.. 

a岡

に
関
わ
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
執
行
の
態
様
に
も
関
わ
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
資
金
補
助
は
き
わ
め
て
短

い期
との
いう
うち

と申
もし
あこ
るま
とな
いけ
うれ
のば
でな
あ2 ら
るむず

そ
の
た
め
、
市
町
村
は
、
投
資
の
決
定
過
程
の
中
で
、
結
果
費
用
を
十
分
に
計
算
し
尽
せ
な

(
1
)

な
お
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
三
条
に
よ
れ
ば
、
連
邦
、
州
お
よ
び
市
町
村
な
ど
の
領
域
団
体
の
み
な
ら
ず
、
労
働
組
合
や
企
業
連
盟
に

た
い
し
て
も
、
協
調
的
行
動

(
r
g
N
m
E
O
H件
。
〉
E
g
)
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

そ
の
例
と
し
て
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
一
六
条
一
項
の
ほ
か
、
予
算
法
に
関
す
る
諸
原
則
、
お
よ
び
協
調
的
財
政
計
画
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
(
〈
m--ω
丹
市

H
P
問
。
ロ
官
ロ
宮
口
同
研
円
。
区
内
同
ロ
ロ
間
口
口
ι
r
D
g
gロロ色。

ω巳
r回同
4
0
2
5
-
Z口問
lω
司王
B
E
B
Eロ
品
。
『
E
N
g
-
o
z
g
n
r
zロ
NEHHH

A
H

叶・

UOEgnroロ
】
ロ
ユ
丘
町
ロ
宮
間
・

HUmmpω
・
何
回
N

R
・)。

(
3
)

こ
の
例
と
し
て
、
連
邦
政
府
や
連
邦
議
会
が
市
町
村
の
予
算
に
直
接
に
影
響
を
与
え
る
す
べ
て
の
手
段
、
た
と
え
ば
、
川
租
税
法
上
の
諸
規

則
、
同
連
邦
補
助
金
、
お
よ
び
付
公
債
政
策
的
措
置
(
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
(
一
九
l
一
一
一
一
条
)
な
ど
が
あ
る
(
品
-
・

2
R
P
白・白・

9
・
ω・

開
岳
民
・
)
。
そ
の
ほ
か
、
「
財
政
計
画
委
員
会
」
の
勧
告
も
こ
の
例
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
(

J

ダ
ク
ト
グ
ロ

l
・
前
掲
六
四
|
五
頁

参
照
)
。

(
4
)

こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
州
を
通
し
て
市
町
村
に
影
響
を
与
え
る
手
段
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
一
六
条
ニ
項

や
同
法
二
三
条
が
こ
れ
に
該
当
す
る
(
品
-
-
g
R
P
白・白・

9
・
ω・
肘

B
R
)
。

(
5
)

今
ま
で
に
述
べ
た
第
一
か
ら
第
三
を
除
け
ば
、
景
気
誘
導
手
段
と
し
て
は
州
に
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
れ
に
属
す
る
も

の
と
し
て
、
注
(
4
)
で
認
め
ら
れ
る
州
の
権
限
と
並
ん
で
、
川
租
税
法
上
の
規
律
、
同
地
方
法
上
の
諸
規
定
(
貸
付
金
の
認
可
、
一
九
三
五
年
三

月
二
十
九
日
の
市
町
村
負
債
返
還
法
二
ニ
条
、
一
四
条
に
よ
る
州
財
政
大
臣
の
同
意
、
当
座
貸
し
の
認
可
、
特
定
の
財
産
処
分
の
認
可
、
現
行
規

定
に
基
づ
く
税
率
額
の
認
可
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
合
同
-
-
g
2
p
p
白・
C
J
ω
・
何
言
『
・
)
。
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(
6
)

こ
れ
に
は
、
州
が
市
町
村
に
た
い
し
て
、
州
の
決
定
に
よ
っ
て
特
定
の
景
気
行
動
を
と
ら
せ
た
り
、
少
く
と
も
勧
告
す
る
(
ロ
岱
包
括

g)

手
段
が
あ
り
、
川
準
備
金
規
則
や
市
町
村
予
算
総
則
、
同
有
価
証
券
発
行
法
に
よ
る
同
意
、
川
州
の
財
政
計
固
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(a--

ω
Z『
P
目・目・。・・

ω-HW
斗品『『・)。

(
7
)

〈包・

ω
z
g
¥冨
E

ロ
nr¥回目白凹
B
巾
可
巾
♂
白
・
目
・
。

Jω
・
ω。。・

(
8
)

こ
の
点
、
ダ
ク
ト
グ
ロ

l
・
前
掲
六
八
頁
参
照
。
ま
た
、
一
九
六
五
年
の
統
計
に
つ
い
て
は
、
〈
包

-
Z
E
r
H
H
〈
D
f
z
z
o
p
E
o
Eロ
g
E

NNE毛
色
胆
ロ
ロ
問
自
由
ロ
缶
四
の
2HM叩
一
ロ
弘
司
ロ
ロ
ロ
《
目
。
OBO一口弘
odm同r臥ロ品。

z
r
oロ
}Eロ
HaEGo--同一∞口
r
R
ω
r
r
f
〉同
n
r
z
E円
同
0
5
5ロロ曲目・

三
g
g
R
E
F
Z
子
円
四
・
由
¥
巴

8
・
ω
-
u
g・
ま
た
、
一
九
七
六
年
の
統
計
に
つ
い
て
は
、
ぺ

1
タ
l
・
パ
ド
ゥ
!
ラ
(
村
上
武
則
訳
)
「
地
方

自
治
と
そ
の
社
会
国
家
的
任
務
」
広
島
法
学
二
巻
一
号
一
一
四
頁
な
ど
を
参
照
し
た
。

(
9
)

市
町
村
は
「
地
域
的
事
項
」
に
制
限
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
事
項
に
お
い
て
は
保
護
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
品
戸
田
〈
2
自
開
∞
"ω-HMM《
H
E

》

U
0
3
4司自己・国-回・。・・

ω・
M
∞由)。

(
叩
)
こ
れ
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
一
貫
し
た
判
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
品
「
回
〈
。
止
の
何
回
目

-
E
0・
自
∞
一
回
・

8

Y

N

N

・
M
g・
な
お
、
〈
札
・

ω門
司
自
¥
云
ロ
ロ
ロ
}
戸
¥
一
回
白
ロ
回
目
。
可
巾
ア
回
・
同
・
。

J
ω
・
ω。。同・

(
U
)
〈
包

ω
Z
B
¥宮
ロ
ロ
nr¥出回ロ田
gou可
巾
♂
且
-
P
。
Jω
・
ω
2・

(
ロ
)
〈
包
・
冨
a
-
r
p
白・白・

0
・・

ω・
口
。
・

(
日
)
〈
問
-
-
z
g
r
p
白・白・

9
・
ω
-
H
3・

(
U
)

〈
四
戸
田
〈
命
同
町
の
開
∞
-
H
N
N
(
同臼叶)・

(
日
)
ぐ
包

-
u
r片岡山口
r
口一

nroユ
ヨ
田
口
ロ
ロ
ロ
品
〉
Ho-ω
一色。ロ
roa-
関口ロ〕ロロ
E
E
G
o
-
E
R
r
o
F
2
2
g
o口問問『ロ円円、広口
LOH
己
ロ
仏
の
2
M
m
S
L
o
p

〉
5
r
r
p円
内
O
B
S
E
S
-
-
ω
田町ロ∞
n
E同窓口・

H
O
-
-
r
a
¥
E
3・
∞

-
M
a
-

(
珂
)
〈
悶
-
・

0
5
4司巾円
F

目・目・

9
・
ω・
ω
S
〉
ロ
ヨ
-
H
H
m
・
と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
、
ニ

1
ダ
1
ザ
ク
セ
ン
州
で
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
の
執
行

法
」
が
の
U
C
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
草
案
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
そ
の
第
一
条
で
、
市
町
村
は
、
そ
の
予
算
運
営
だ
け
で

な
く
、
経
済
政
策
措
置
に
お
い
て
も
、
全
経
済
的
均
衡
へ
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
一
六
条
二
項
に
基
づ
い
て

州
が
行
う
こ
と
の
で
き
る
「
適
切
な
措
置
」
に
つ
い
て
も
か
な
り
具
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
同
草
案
五
条
に
よ
れ
ば
、
州
政
府

は
、
必
要
な
場
合
、
州
予
算
法
で
認
め
ら
れ
た
公
債
授
権
を
超
え
て
、

5
億

U
Z
ま
で
公
債
を
発
行
し
て
よ
い
と
さ
れ
た
り
、
同
草
案
七
条
に
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3立

よ
れ
ば
、
好
景
気
の
時
、
市
町
村
の
支
出
が
前
年
度
と
比
べ
て
増
加
す
る
時
は
監
督
官
庁
の
認
可
を
要
す
る
と
さ
れ
た
り
、
同
草
案
八
条
に
よ
れ

ば
、
不
況
の
時
、
州
政
府
は
、
市
町
村
が
追
加
的
支
出
で
も
っ
て
全
経
済
的
均
衡
の
目
的
等
へ
貢
献
す
る
よ
う
、
調
整
準
備
金
を
使
う
な
ど
の
措

置

を

と

ら

ね

ば

な

ら

な

い

な

ど

と

さ

れ

て

い

た

。

回

a告

し
か
し
、
こ
の
草
案
は
、
た
と
え
ば
第
七
条
の
規
定
は
市
町
村
の
財
政
自
治
を
侵
す
と
い
う

ω冨
)
の
反
対
意
見
な
ど
か
ら
、
結
局
実
現
に
至
一d
告

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
占
川
、
〈
間
】
・
口
町
叩
丹
江
口
「
ロ
rro円
円
自
由
ロ
ロ
ロ
ロ
仏
〉
Hm-ω
町内品。ロ
rAW片
岡
・
同
-
回
・
。
J
ω
-
N吋品目戸山

Z
U
L
2
m陣口}戸田山田
n
r
R
F白ロ円四・

zm-
ロ
E
n
r
gロ
rm
叶
¥ω
芹

ω
-
H
R
-
u
開
2
0
F
m
m
E
P
S
H
Z色町
H
m
E
3
n
r
2
E
E
Z間
"
叶
・
司
E
D
P
-
叶
・
吋
国
間
口
口
問
g
r凹
n
E
F
斗

HN・
ω
5
5岡
田
口
岡
田
-
M
-
H
S
H
・

何

(
口
)
〈
包
・

ω丹市同
Hf
白・目・。
J
ω
・
初
白
N・

(
四
)
〈
凹
】
・

ω
H
m
B
¥
Z
E
n
r
¥出
国
ロ
明
日
々
mア
白
・
白
・

0
・・

ω・
ω
。N・

(
印
)
〈
包
・

ω
Z
E
¥一宮
E
ロ
nr¥出
ロ
ロ
回
目
muBH-
同・白・。
J
ω
・
ω
。N-

(
却
)
〈
悶
戸
盟
問
同
ロ
¥
一
宮
ロ
ロ
nr¥一回同ロ
m
B
q
m
H
ロ・白・。
J
ω
・
ω巴・

(
氾
)
〈
凹
]
・
切
〈
O
H
向
。
開
∞
-
H
U叶・

(
泣
)
〈
m-・
ω
Z
E
¥一宮ロロロ「¥出血ロ凹
5
3四
♂
目
・
同
・

0
・・

ω・
ω
g・

(
お
)
西
ド
イ
ツ
の
自
治
監
督
に
つ
い
て
塩
野
宏
「
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
家
関
与
の
法
律
問
題
こ
ご
国
家
学
会
雑
誌
七
九
巻
七
・
八
号
、
同

「
同
(
一
一
)
」
同
七
九
巻
九
・
一

O
号
参
照
。

(
出
)
こ
の
点
、
た
と
え
ば
、
品
-
-
巴
B
R
g
R
r
m
r・
0
8
ω
S
E
-
-
S丹田同市
S
R
-
s
ω
百
円
凸
自
己
2
m
s
r
zロ
g
E
E
F
F
P
ω
・
8
・
な
お
‘

異
説
に
つ
い
て
は
、
〈
悶
F
g
R
Y巾
y
白・白・。
J
ω
・
吋
由
〉
ロ
ヨ
・
叶
由
・

(お

)
ω
gロ《
H

H

・
〉
官
民
H

由mW0
・

(
部
)
〈
間
一
・

ω
Z
E
¥一宮
E
ロ
nr¥出白ロ凹
HHMmuBア
白
・
白
・

0
・・

ω・
ω
8・

(
幻
)
〈
岡
戸

ω
Z
E
¥
Z
E
n
r
¥回
目
ロ
由
民
広
三
ア
白
・
白
・
。
J
U
S
-
な
お
、
〈
悶
-
・

ωgnrmz-
白・ロ・

0
・・

ω
-
a
R・

(
却
)
〈
間
「

ω仲
良
ロ
¥
冨
E
n
r
¥阿佐
5
5
3
2・
白
・
白
・
。
J
ω
・
ω
8・
な
お
、
一
般
的
に
は
監
督
官
庁
の
侵
害
は
行
政
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
服
す
る
の
で
あ
り
、
基
本
法
二
八
条
二
項
は
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
行
政
裁
判
所
法
四
二
条
二
項
の
取
消
訴
訟
等
を
提
起
で
き
る
権
利
を
与
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
占
川
、
〈
m--ω
円。
H
P
ロ白血

ω
g白
Z
R
n
z
p
w同
切
ロ
ロ
ι
2
5
H】ロ
E
F
U
0
5
2
E白ロ
L・
同
区
-
F
ω
・臼
HN・
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(
却
)
〈
包
-
g
o
g
¥宮
E
n
r
¥回目ロ田
g
a巾
♂
白
・
目
・

0
・・

ω
・印。
ω
同
・
具
体
例
な
例
と
し
て
は
、
本
文
に
掲
げ
た
例
の
ほ
か
に
、
〈
包
・
冨
色
白
・

国-白・

9
・
ω・
ロ
H

同
・
な
お
、
成
田
頼
明
「
地
方
自
治
の
保
障
」
(
宮
沢
還
暦
記
念
『
日
本
国
憲
法
体
系
第
五
巻
』
所
収
)
二
五
七
頁
以
下
参
照
。

(
叩
)
〈
巴
・

ω丹市
E
N
Z
E
n
r
¥出国ロ凹
B
3
2・同・同・

9
・
ω
・
ω
8・

(
氾
)
〈
包
-
g
m
Hロ
¥
Z
Zロ
nr¥回
目
ロ
回
目
q
m
F
白・白・。・・

ω・
ω
2・

(
也
)
な
お
、
救
済
措
置
の
問
題
に
つ
い
て
、
塩
野
・
前
掲
七
九
巻
九
・
一

O
号
七
四
頁
以
下
参
照
。

(
お
)
〈
m
-
-
g
R
P
問
。
ロ
吉
田
E
E
H凹Z
E
2ロ
国
間
口
ロ
ι
r
o
Bヨ
ロ
ロ
色
。

ω巴
Z
2
0同毛色円ロロ悶
iω
立
巳
B
E
E
Cロ【目。円。ロ
NOP
の
E
S
E
Oロ
NE目
白
・

ロ
mE昨日口}凶作ロ】ロ門戸田丹市ロ
S
F
H
u
g
-
ω
・
明
。
吋

U
〉
民
。
ロ
目
。
同
-
o
z
p
u
-叩
回
2
a
Eロ岡山同
HH
閉山由
r
B内
ロ
色
町
岡
阿
内
O
B
Bロロ白
z
z
r
r
z
w
ω
ロ
rH山門
H-

m口同由子叩

ι間
同
国
on}岡田口
}g-oω
宮
山
弓
♂
回
門
日
・

H由・

ω
・
ω由・

(
出
)
〈
m
-
-
g
o
Hロ¥一宮
E
n
r
¥ロ
吉
田
g
a
m
p
白・白・

9
・
ω・
ω
E
u
g冊
目
"
目
・
目
・
。
J
ω
・
明
白
∞
-

(
お
)
〈
間
]
・

ω
Z
E
¥一宮
E
n
r
¥国
自
由
BmU1mF
白・白・。
J
ω
・
ω
2・

(お

)
ω
宮
口

L
H也
、
吋
∞
-

(
閉
山
)
〈
開
「
の
白

-05・白・白・
0
・・∞
-AHH・
権
利
・
利
益
の
侵
害
的
機
能
を
も
た
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
こ
の
さ
い
、
ギ
ヤ
レ
ッ
ト
は
、

勧
告
な
い
し
協
議
を
、
国
家
関
与
の
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
全
地
方
作
用
を
包
含
す
る
上
位
行
政
主
体
の
参
加
権
と
し
て
と
ら
え
て
い
る

合
間
「
の
白
-
2
z・ロ・白・。・・

ω・
含
)
。

(
犯
)
一
九
七

0
年
度
に
お
い
て
は
、
市
町
村
の
収
入
の
二
七
・
七
%
が
財
政
補
助
で
あ
っ
た
(
〈
包
-
F
Z
o
z
w
m
-
回
。
J
ω
-
E
S
。

(
却
)
〈
包
・
開
ユ
君
。
山
口
・
白
・
白
・

0
・・

H
E・
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
体
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
も
、
一
九
七
一
年
度
の
統
計
だ
が
、
こ
の
論
説
を
参

考
に
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
市
町
村
一
の
租
税
収
入
は
、
対
物
税
と
し
て
の
営
業
税
や
不
動
産
税
、
地
域
的
な
消
費
税
や
支
出
税
、
お
よ
び
一
九
六
九

年
の
市
町
村
財
政
改
革
法
で
獲
得
し
た
一
定
割
合
の
収
入
税
な
ど
が
あ
る
。

(
必
)
基
本
法
七
二
条
二
項
三
号
に
「
生
活
関
係
の
統
一
性
の
保
持
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
。
市
町
村
の
財
政
と
の
関
係
で
、

da--HNZL紅
白

同州
Droユ
ロ
2
円¥開『
2
r白
HLiF白
EH-
ロ
目
。
の
め
自
色
ロ
L
P
∞
-HON-

(
但
)
財
政
調
整
は
州
の
事
項
で
あ
る
(
パ
ド
ゥ

l
ラ
、
村
上
武
則
訳
「
地
方
自
治
と
そ
の
社
会
国
家
的
任
務
」
広
島
法
学
二
巻
一
号
一
二

O
頁
参
照
)
。

(
位
)
〈
包
・
玄
三
Z
F
白・口
-
C
J
ω
・
開
口
吋
戸
と
こ
ろ
で
、
本
文
に
お
け
る
よ
う
な
問
題
に
た
い
し
て
は
、
極
端
な
例
と
し
て
は
、
社
会
主
義
国
に

お
け
る
よ
う
な
解
決
方
法
も
あ
り
得
ょ
う
が
、
西
ド
イ
ツ
は
伝
統
的
に
独
自
の
道
を
探
求
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
財
政
調
整
な
の
で
あ
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説

る
(
〈
m--
河口《回目
mRMHo-)OHH
国内市町¥開ず
2
r白
『
仏
戸
田
口
〆
白
・
白
・
。
J
ω
-
H
O
N
)
。

(
門
知
)
こ
の
「
財
政
援
助
こ
そ
、
全
経
済
上
の
均
衡
の
破
壊
の
防
止
の
た
め
、
あ
る
い
は
連
邦
領
域
に
お
け
る
様
々
の
経
済
力
の
調
整
の
た
め
に
、
あ

る
い
は
経
済
成
長
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
の
で
あ
る
」
(
パ
ド
ゥ
l
ラ
・
前
掲
一
二

O
頁
参
照
)
0

(
必
)
財
政
補
助
に
つ
い
て
、
わ
か
り
易
く
解
説
し
た
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
〈
包
・
同
居

E
仏

E
L
同
日
ア
同
巳

E

Z
島
B
R
Z
F
同
O
S
S
E
-

ロ白
-H】D-x-r
山
口
品
。
同
国
ロ
ロ
【
目
。
mwHEOH】ロ
r
z
r・
ω
-
U串

R
・

(
必
)
〈
間
「

g
o
Hロ¥冨ロロ口}凶¥出回ロ田
g
a
m
p
白・白・

0
・・

ω・
ω
8・

(M叩
)
〈
m-・
2
2ロ
¥
冨
ロ
ロ
ロ
『
¥
出
血
ロ
ωBOMEUF
目・白・。
J
ω
・
ω。印・

(
幻
)
〈
m--
宮
口
片
山
口
♂
白
・
白
・

0
・
ω
・
開
口
由
・
目
的
補
助
に
つ
い
て
、
そ
の
ほ
か
、
〈
包
・
巴
E
B
F
白・白・
0
・・

ω
-
M
O
U
R
-
二
U
B君
。
円
ゲ
白
・
白
・
0
・・

∞・
ωOAH
同
.

(
必
)
目
的
補
助
は
国
家
的
な
委
託
行
政
の
結
果
で
は
な
く
、
国
家
目
標
の
た
め
に
地
方
政
策
上
の
措
置
を
期
間
導
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
ま
さ
に
、
そ
れ
は
市
町
村
に
と
っ
て
は
「
黄
金
の
手
綱
」
な
の
で
あ
る
守
也
-
Z白
a
S
2
Z
F
白・白・

9
・
ω
・
EC)。

(
必
)
〈
悶
「
宮
口
昨
日
E
P
由・目・

0
・・

ω
・開

HHU
同・

(
印
)
〈
悶
戸
冨
E
Z
5
・回・目・。・・

ω・
何
回
N
0
・

(
日
)
以
上
、
〈
包
-
Z
E
E
P
白・白・
0
・・

ω・開
H
N
0
・
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四

市
町
村
と
景
気
政
策

1 

反
循
環
的
予
算
運
営
へ
の
対
応
措
置

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
の
中
で
、
景
気
即
応
的
す
な
わ
ち
反
循
環
的
な
予
算
政
策
の
措
置
が
明
白
に

定
め
ら
れ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
市
町
村
に
つ
い
て
は
対
応
す
る
明
確
な
規
定
は
存
在
し
内
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
所
与
の
法
的
制
約
の
枠
内

連
邦
や
州
に
た
い
し
て
は

で
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
、

ど
こ
ま
で
お
よ
び
ど
の
よ
う
な
措
置
に
よ
っ
て
、
市
町
村
の
予
算
運
営
が
、
同
法
一
条
の
目
的
を
考
慮
す
る

(
2
)
 

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。



そ
の
場
合
、
予
算
運
営
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

支
出
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
収
入
に
お
い
て
も
、

問
題
は
、

ど
こ
ま
で
お
よ
び
ど
の
よ
う
な
措
置
に
よ
っ
て
、
予
算
の

さ
て
、

同
法
一
条
の
目
的
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
ず
支
出
面
を
み
て
み
る
と
、
市
町
村
の
支
出
は
、
財
産
管
理

2
2自
主
gmZEE-H)
と
し
て
の
投
資
、

金
へ
の
支
払
な
ど
に
お
け
る
支
出
や
行
政
運
営
に
お
け
る
支
出
な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
景
気
政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
重
要
な
の
は
投
資
で
あ
ふ
ベ
ト
。
す
な
わ
ち
、
市
町
村
は
、
学
校
建

設
、
道
路
建
設
、
社
会
・
青
少
年
援
護
施
設
や
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
訓
練
施
設
の
建
設
、
地
下
工
事
企
業
や
地
方
の
供
給
・
交
通
企

そ
の
操
作
に
よ
っ
て
、
景
気
・
成
長
政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
向
か
。

公
債
の
償
還
お
よ
び
準
備

業
そ
の
他
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
が
、

し
か
し

こ
の
よ
う
な
投
資
に
つ
い
て
国
民
経
済
と
の
関
連
で
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
点
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

ま
ず
、
地
下
工
事
は
広
く
公
の
手
の
需
要
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、

じ
て
、
国
民
経
済
に
と
っ
て
損
失
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
る
が
)
、
高
層
建
築
な
ど
は
、
建
築
自
体
も
民
間
の
そ
れ
と
競
合
し
て
い
る
の

(
7
)
 

で
、
市
町
村
の
反
循
環
的
な
投
資
が
全
需
要
の
安
定
化
に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
問
題
点
と
し
て
、
不
況
時
に
お
い
て
、
市
町
村
に
お
い
て
も
追
加
投
資
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

た
と
え
ば
、

そ
こ
へ
の
不
安
定
な
投
資
は
、

か
え
っ
て
動
揺
が
生

く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
備
蓄
計
画

2
2
5
2立
2
5
m
)
が
必
要
と
な
ろ
う
が
、

そ
の
計
画
に
つ
い
て
も
、

そ
の
た
め
の
費
用
が
か
か
る

てと
い(い
る旦う
。問

題
や

い
わ
ゆ
る
上
位
計
画
自
体
も
た
え
ず
変
化
す
る
の
で
、
備
蓄
計
画
も
す
ぐ
に
古
く
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
い
わ
れ

大
主
り
に
、

お
そ
ら
く
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
か
ら
の
批
判
で
あ
ろ
う
が
、

公
的
投
資
が
た
え
ず
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
的
投
資
に

いと
つつ
危て
倶危
'が険
出が
さな
れい
ての
い(だ
る旦ろ

っ
か
と
u、
っ

と
や

同
じ
く
国
民
経
済
の
能
力
の
利
用
に
つ
い
て
不
安
定
性
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
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そ
こ
で
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
か
ら
し
で
も
、
文
、
実
際
的
に
い
っ
て
も
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

め
に
は
、
市
町
村
の
予
算
の
支
出
量
を
可
能
な
限
り
安
定
松
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
と
な
F
。
し
か
し
問
題
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

論
支
出
量
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。

説

一
条
の
要
請
に
対
応
す
る
た

こ
の
場
合
、

そ
の
方
法
と
し
て
、
一
つ
は
、
支
出
の
範
囲
と
そ
の
組
立
て
を
予
測
可
能

に
す
る
た
め
に
多
年
次
財
政
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
、
他
の
一
つ
は
、
地
方
予
算
収
入
の
長
期
安
定
化
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
泌
。

そ
こ
で
、
多
年
次
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
既
に
言
及
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
、
地
方
予
算
の
収
入
の
長
期
安
定
化
に
つ
い
て
考
察
し
て

'
h

，.、。

マ
グ
中
心

U

景
気
に
敏
感
な
営
業
税
に
た
い
す
る
市
町
村
の
関
与
を
い
っ
そ
う
制
限
す
る
こ
と
、

に
景
気
に
敏
感
で
な
い
よ
う
な
租
税
の
場
合
は
、
市
町
村
の
取
得
分
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
円
。

ま
ず
、
収
入
の
安
定
化
の
た
め
に
は
、

そ
し
て
逆

ま
た
、
地
方
予
算
の
収
入
は
、
公
債
収
入
な
ど
か
ら
も
安
定
さ
せ
ら
れ
が
、

(

日

)

(

は

)

二
条
に
よ
る
制
限
や
、
自
治
監
督
に
よ
る
制
限
、
お
よ
び
、
市
町
村
は
、

(
日
)

ら
な
い
と
い
う
制
約
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
、

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

一
九
I
二

公
債
を
連
邦
銀
行
に
で
は
な
く
市
中
銀
行
に
求
め
な
け
れ
ば
な

さ
ら
に
、
市
町
村
の
予
算
収
入
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
道
具
と
し
て
、
既
述
の
よ
う
に
連
邦
や
州
に
よ
る
財
政
補
助
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
財
政
補
助
の
変
動
に
よ
っ
て
、
市
町
村
の
収
入
は
大
き
な
影
響
を
こ
う
む
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
財
政
補
助
の
減
少
は

市
町
村
の
投
資
計
画
の
延
期
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

2 

市
町
村
の
予
算
運
営
の
実
態

以
上
の
よ
う
に
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
は
、
そ
の
予
算
運
営
に
お
い
て
反
循
環
的
行
動
を
と
る
よ
う
に
要
請

さ
れ
、
か
っ
、
そ
の
た
め
の
対
応
措
置
が
さ
ま
ざ
ま
に
考
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
統
計
に
よ
る
と
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」

が
制
定
さ
れ
た
一
九
六
七
年
以
降
は
、
な
る
ほ
ど
、
連
邦
は
た
し
か
に
景
気
即
応
的
に
、
す
な
わ
ち
反
循
環
的
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
が

172 (5-3・4-472) 



証
明
さ
れ
て
い
る
が
、
州
は
、
多
少
、

反
循
環
的
行
動
を
見
せ
る
時
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
景
気
の
波
に
乗
っ
て
行
動
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
、
市
町
村
も
、
明
ら
か
に
、
反
循
環
的
に
で
は
な
く
、
景
気
の
波
に
乗
っ
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
ト
点
。

さ
て
そ
こ
で
、
何
故
、
市
町
村
が
実
際
に
は
反
循
環
的
な
予
算
運
営
を
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
そ
の

原
因
と
し
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
市
町
村
は
、
価
格
の
安
定
と
か
雇
用
の
増
大
と
い
う
よ
う
な
法

に律
重上
点の
を目
お的
くと
傾は
向具
のな
ある
る
こ(自
と、18己
の
目
的

た
と
え
ば
、
市
町
村
の
社
会
資
本
と
か
給
付
の
提
供
と
い
う
よ
う
な
目
的
を
追
及
す
る
こ
と

(
印
)

あ
る
い
は
、
市
町
村
の
数
が
多
い
の
で
、
景
気
即
応
的
な
、
す
な
わ
ち
反
循
環
的
な
行
動
は
他
の
市

町
村
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
し
問
、
さ
ら
に
、
市
町
村
の
予
算
収
入
が
、
景
気
の
波
に
乗
ら
ざ
る
を
得
な

(
幻
)

す
な
わ
ち
公
債
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
市
町
村
の
構
造
上
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
、
市
町
村

い
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

は
、
そ
も
そ
も
、
景
気
政
策
は
考
慮
し
な
い
で
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
補
充
の
た
め
の
需
要

(
Z白

nrz-zrろ
を
行
い
や
す
い
団
体
で

(
幻
)

あ
る
こ
と
、
さ
い
ご
に
、
市
町
村
は
、
景
気
誘
導
と
い
う
よ
う
な
こ
と
よ
り
も
、

(
お
)

な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
え
ず
選
挙
人
の
行
動
を
気
に
し
て
い
る
と
い
う
よ
う

(
1
)

〈包・

ω
Z
E
¥云
広
口
口
-
w
¥
回目ロ凹

B
q巾ア白・白・
0
・
ω・
ω。
∞
・
な
お
又
、
〈
m
-
-
u
u
E口
r
U
K
7
2丹
自
白
ロ
ロ
巴
ロ
仏
〉
5-ω
一色
g
r
o
a
w
目・白・

。Jω
-
M
∞N
・同・

(
2
)

〈悶
-
-
g
o
B
¥一宮
Enr¥回目ロ回目巾可
mF
同・白・0・・

ω・∞。∞・

(
3
)

〈
m
-
-
g
m
g
¥冨ロロロ
r¥司
自
由

g
o可叩♂白・ロ・
0
・w
ω
-
u
g・

(
4
)

領
域
団
体
の
物
的
投
資
(
皆
n
r
z
z
E
g
g
)
の
う
ち
、
市
町
村
の
占
め
る
割
合
が
き
わ
め
て
大
き
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
七
四
年

に
お
い
て
は
、
領
域
団
体
の
全
物
的
投
資
額
は
、
四
六
・
二
宮
正
-
U
冨
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
市
町
村
の
分
は
六
五
・
八
%
、
州
の
分
は

一
八
・
八
%
お
よ
び
連
邦
の
分
は
一
五
・
四
%
で
あ
っ
た
(
品
戸
国
各
ロ
ロ
問
唱
者
E
R
E
F
2
E
g
m
g
ι

の
E
E問。明。
F
ω
・
斗
由
)
。
こ
の

数
字
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
経
済
的
均
衡
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
領
域
団
体
が
協
力
す
べ
き
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
物
的
投
資
活
動
の
ほ
ぼ
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説

三
分
の
こ
と
い
う
大
き
な
割
合
を
し
め
る
市
町
村
の
投
資
活
動
が
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
別
言
す
れ
ば
、
特
に
景
気
政
策
に

有
効
な
支
出
は
、
連
邦
国
家
に
で
は
な
く
、
分
権
的
な
国
家
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
(
話
「

E
一三
l
z
m百
三
ロ
ロ
宅
2
R
W

の
2
s
-
Z
E
oロ
ロ
ロ
間
口
口
仏
白
ロ
巴
N可
EHmnro
司
自
由
ロ
N唱。
-
E
F
H
U
J刊、戸

ω・
H山田)。

(
5
)

〈
m--
巧
E
F
H
m
m
p
pと
E
E
E
2
2叩同ロロ
m

g
仏
E
S
S
E
E
-
m
ω
。
-
r
E
R
S
-
Z口問
l
r
E
S
E
E
Eロ
仏
の
お
ロ
N
O
P
H
Z
3
H
注
目

ぉ
・
ロ
2
2
n
r
oロ
』
ロ
巴
丘
町
ロ
富
岡
-
H
u
g
-
ω
・2
臼

由

民

-
u
g
o
E
¥
F
Eロロ
r¥出
血
ロ
曲
目
3
0ア
白
・
同
・

0
・・

ω・
ωHH・
な
お
、
ヴ
ア
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー

に
よ
れ
ば
、
一
九
六
五
年
に
お
い
て
、
市
町
村
の
投
資
が
学
校
建
設
の
分
野
で
は
全
体
の
九
O
%
、
社
会
・
青
少
年
援
助
施
設
の
分
野
で
は
全
体

の
八
二
%
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
訓
練
施
設
の
分
野
で
は
全
体
の
八
七
%
、
道
路
建
設
で
は
全
体
の
五
一
%
、
経
済
活
動
の
分
野
で
は
全
体

の
六
七
%
を
占
め
て
い
た
と
い
う
(
〈
包
・
当
包
ロ
ゲ
2mmH-
白・目・

9
・
ω
・
2
8
戸)。

(
6
)

〈包・

ω
Z
B
¥宮
E
n
r
¥司
自
由
gou刊
m
p
白・白・

0
・・

ω
-
U
H
H・

(
7
)

〈
m
F
ω
Z
E
X一言ロロ
nr¥出
陣
ロ
回
目
。
可
巾
ア
白
・
目
・
。
・
・

ω・
ωロ・

(
8
)

〈
m
F
ω
Z
B
H
H
A
Zロロ
r¥ロ
自
白
B
a
a
-
白・白・。
J
ω
・
ωHH-

(
9
)

〈
岡
戸
田
O
B
¥
Z
E
n
r
¥白
血
ロ
回
目
3
2・
白
・
白
・
。
J
ω
・
ωHN-

(
叩
)
〈
包
・

ω
Z
B
¥冨
ロ
ロ
ロ
『
¥
白
血
ロ
凹
HHHOV、mア
白
・
同
・

0
・
ω-UHN-

(
日
)
〈
包
・

ωHmHロ
¥
宮
E
n
r
¥白血ロ凹
g
m
u
B
F
白・白・。
J
ω
・
ω
5・

(
臼
)
〈
m--
∞丹市自¥一宮
E
n
r
¥白血ロ
m
B
3
0
F
白・白・

0
・・

ω
-
u
E・
こ
の
点
、
一
九
七
九
年
の
租
税
改
革
法
の
結
果
、
賃
金
税
欠
損
の
調
整
の
た
め

に
収
入
税
へ
の
市
町
村
取
得
分
は
一
四
%
か
ら
一
五
%
に
増
え
、
営
業
税
割
当
は
三
分
の
一
減
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
〈
包
・
ロ
吋
民
間

UHEn-a-

HU∞]fu¥巴
品

ω"ω
・

ω)
。

(
臼
)
た
と
え
ば
同
法
一
九
条
に
よ
れ
ば
、
連
邦
政
府
は
、
全
経
済
的
均
衡
の
障
害
の
防
止
の
た
め
に
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
要
す
る
法
規
命
令
に

よ
っ
て
、
市
町
村
等
に
よ
る
公
債
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
法
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
は
、
好
景
気

の
時
、
公
債
を
制
限
さ
れ
る
が
、
不
況
の
時
、
公
債
を
追
加
す
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
〈
悶
-
-
U
E同一
n
r
E
n
rコ
ヨ
白
ロ
ロ

ロロ内田〉
Ho-ω
広島町ロ『巾門間・白・白・
0
・wω
・
NUN・

(
M
)

〈
巴
-
g
o
B
¥宮
ロ
ロ
口
「
¥
出
血
ロ
m
B
a
oア
白
・
目
・
。
J
ω
・
ωE-

(
日
)
〈
包
・
回
c
z
z
m
-
白・白・
0
・・

ω・∞白・

雪会‘
瞬間
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(
出
)
〈
包
・

ω丹
市
同
ロ
¥
冨
E
ロ
ロ
}
同
¥
白
血
ロ
回
日
々
。
♂
白
・
白
・
。
・
・

ω・
ω
E
F

(
口
)
〈
包
・
ロ

o
E一
ロ
伊
国
・
目
・
。
・
・

ω
・
怠
戸
ま
た
、
〈
悶
戸
司
白
ロ
ア
図
。

-gE同
国
ロ
ヨ
高
見
N
-

白
・
白
・
。

J
ω
-
H
E
R
-
u
の
g
唱
。
同
ア
白
・
白
・
。

J
ω
・
ωH0・

な
お
、
町
田
俊
彦
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
安
定
法
』
下
の
景
気
調
整
的
財
政
政
策
」
商
学
論
集
四
七
巻
四
号
一
七
、
二
四
、
五

O
頁
な
ど
参
照
。

(
回
)
〈
包
・
回

o
E
E四
・
白
・
目
・
。
・
・

ω・∞印・

(
臼
)
な
お
、
市
町
村
の
数
は
、
一
九
七
八
年
五
月
一
日
の
時
点
で
、
市
町
村
領
域
改
革
の
結
果
、
二
万
四
千
か
ら
、
お
よ
そ
八
五
五
O
に
減
っ
て
い

る

(
4
巴
・
巴

ZEm--
白
・
白
・
。

J
ω
・
日
目
)
。

(
却
)
〈
開
「
切

o
E吉
岡
・
回
・
目
・
。

J
ω
・∞由・

(
氾
)
〈
巴
・
回

orロ
ロ
四
・
白
・
白
・
。

J
ω
・∞吋・

(
泣
)
〈

m--

∞D
E
E
m
-
田
・
白
・
。

J
ω
・∞吋・

(
お
)
〈
m--
切
O
E吉
岡
・
白
・
同
・
。

J
ω
・∞吋・

ドイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

五

わ

お

り

ボ
ン
基
本
法
一

O
九
条
や
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
に
よ
り
、
連
邦
、
州

お
よ
び
市
町
村
(
市
町
村
組
合
を
含
む
て
な
ら
び
に
連
邦
の
公
法
上
の
営
造
物
や
社
団
法
人
お
よ
び
財
団
法

μさ
ら
に
労
働
組
合
や
企
業
者

す
ベ
て
「
全
経
済
的
均
衡
」
の
達
成
の
た
め
に
協
力
す
べ
き
こ
と
が
、
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
要
請

「
統
合
国
家
論
」
の
典
型
的
な
発
現
の
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
結
論

以
上
の
よ
う
に
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
、

連
盟
ま
で
も
が

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
我
々
は

と
し
て
は
、
連
邦
の
(
と
く
に
政
府
の
)
権
限
が
強
化
さ
れ
、
州
、

お
よ
び
と
り
わ
け
市
町
村
の
地
位
が
低
下
し
て
お
り
、
地
方
自
治
権
の

侵
害
の
危
険
性
が
生
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
市
町
村
を
国
家
の
中
へ
組
込
む
こ
と
に
た
い
し
て
は
、
西
ド
イ
ツ
は
一
定
の
補
償
を
市
町
村
に
与
え
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

な
い
。
た
と
え
ば
、
財
政
計
画
委
員
会
や
景
気
調
整
委
員
会
に
お
い
て
、
市
町
村
は
そ
の
代
表
者
を
通
じ
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

(5-3・4-475) 175 



説

ま
た
、
市
町
村
の
財
政
改
革
に
よ
り
、
市
町
村
の
財
政
収
入
の
伸
び
率
は
連

邦
の
そ
れ
よ
り
は
大
き
い
と
い
え
る
の
で
あ
り
市
町
村
の
財
政
権
の
充
実
の
た
め
の
国
の
努
力
は
一
定
程
度
認
め
て
よ
い
の
で
あ
る
。

る
と
い
う
形
で
国
家
へ
の
参
加
権
を
認
め
ら
れ
て
い
る
し
、

176 

い
と
い
う
問
題
や
、

国
が
財
政
補
助
を
「
黄
金
の
手
綱
」
と
し
て
利
用
し
て
、
市
町
村
の
財
政
自
治
に
危
機
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
な

(5-3・4-476) 

論

し
か
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
レ
ベ
ル
の
計
画
に
た
い
し
て
、
共
同
決
定
権
と
い
う
参
加
権
が
市
町
村
に
認
め
ら
れ
て
い
な

ど
、
今
後
克
服
さ
れ
る
べ
き
法
的
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

し
か
も

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
自
身
も
期
待
さ
れ
る
ほ
ど
有
効
に
は
動
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

た
と
え

ば
、
な
る
ほ
ど
西
ド
イ
ツ
は
、

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
に
よ
っ
て

一
九
六
六
l
七
年
の
大
不
況
を
克
服
し

一
九
六
九

l
七
O
年

-
7

』

、

ー

一
時
的
に
投
資
活
動
の
活
発
化
と
経
済
成
長
の
一
定
の
高
揚
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、

そ
れ
も
、

一
九
七
三
l
四
年
の
第
一
次

一
九
八

O
年
に
始

石
油
危
機
と
一
九
七
九
l
八
O
年
の
第
二
次
石
油
危
機
に
触
発
さ
れ
た
景
気
後
退
に
よ
っ
て
長
く
は
続
か
ず
、
逆
に
、

か
な
り
な
構
造
的
危
機
の
様
相
を
呈
示
し
て
お
(
児
、
物
価
は
上
昇
し
、
失
業
者
は
増
大
し
、
対
外
的
経
済
の
均
衡
も

同
法
の
い
わ
ゆ
る
魔
法
の
四
陣
角
は
す
べ
て
が
崩
壊
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
る
景
気
後
退
は
、

悪
化
し
、
経
済
成
長
は
鈍
る
な
ど
、

こ
の
よ
う
な
経
済
の
不
安
定
み
動
き
の
中
で
、

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
は
、
市
町
村
の
反
循
環
的
予
算
運
営
を
義
務
づ
け
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
市
町
村
は
そ
の
よ
う
に
は
行
動
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
の
狙
い
と
す
る
「
協
調
的
行
動
」
に
つ
い
て
も
、
労
働
組
合
に
よ
る
参
加
の
拒
否
の
動

(
6
)
 

む
)
そ
し
て
他
方
、
企
業
者
連
盟
か
ら
の
「
新
共
同
決
定
法
に
た
い
す
る
違
憲
訴
訟
」
の
提
起
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
前
提
に

お
い
て
危
機
が
生
じ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

u、っ
た↓，思
。う

今に

か
つ
て
フ
オ
ル
ス
ト
ホ
ッ
フ
は

「
協
調
的
行
動
」
は
通
常
の
時
は
よ
い
が
、

危
機
な
い
し
不
況
の
時
こ
そ
問
題
だ
と
し
て

ま
さ
し
く
西
ド
イ
ツ
は
、

不
況
の
下
で
協
調
的
行
動
に
か
げ
り
が
み
え
て
き
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
経
済
安
定
成
長
促



(
8
)
 

進
法
」
に
も
限
界
が
あ
っ
た
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
し
て
、

そ
の
限
界
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う
に
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
そ
の

一
九
七
五
年
に
「
財
政
構
造
の
改
善
の
た
め
の
法
律
」

後
、
あ
ら
た
に
、

一
九
七
三

l
四
年
の
深
刻
な
不
況
を
契
機
に
、

(の
2巾
同
N

N

E
円

日
本
の
「
行
政
改
草
」
よ
り
も
数
年
以
上
も
前
に
、
財
政
健
全
化
の
た
め
の
措

(
9
)
 

置
、
特
に
構
造
改
善
措
置
に
よ
る
歳
出
削
減
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

3
F
0
2
2
5
m
仏

2
F
E
F目
-
E
R
E
r
Z円
)
が
制
定
さ
れ
、

さ
い
ご
に
日
本
と
の
関
連
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、

そ
の
A 
cu:ム

図
は
挫
折こ
しの
て西
しド
まイ
つ(ツ
た~の

ー「

そ経
の済
理安
由定

か
つ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
、

同
じ
よ
う
な
法
律
が
制
定
さ
れ
よ
う
と
し
た
が
、

成
長
促
進
法
」
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
、

は
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
仁
川
町
、
西
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
分
権
的
な
連
邦
国
家
に
お
い
て
こ
そ
、

日
本
の
よ
う
に
始
め
か
ら
中
央
集
権
的
な
国
家
で
、
し
か
も
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
も
、
地
方
財
政
法
二
条

バ
ラ
バ
ラ
の
予
算
運
営
を
統
合
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
が
、

Fイツ連邦共和国における市町村の財政自治の限界

で
、
国
家
の
政
策
に
反
し
た
り
、

国
の
財
政
に
黒
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
ぬ
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
西
ド
イ
ツ
の
よ
う

な
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
を
導
入
す
る
こ
と
は
、

ひ
と
ま
ず
は
不
必
要
と
も
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
分
権
国
家
を
統
合
国
家
に
し

た
や
り
方
を
、
始
め
か
ら
中
央
集
権
国
家
の
国
が
真
似
を
す
る
必
要
は
な
い
と
も
い
え
る
。

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
は
、
連
邦
、

し
か
し
、
参
考
に
な
る
と
す
れ
ば
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
統
合
国
家
を
実
現
す
る
時
、

(ロ)

州
お
よ
び
市
町
村
の
任
務
の
対
等
性
と
い
う
文
言
を
使
っ
て
い
る
個
所
も
あ
る
と
と
も
に
、
た
と
え
不
十
分
で
は
あ
っ
て
も
、
市
町
村
に

た
い
し
連
邦
レ
ベ
ル
の
問
題
に
参
加
権
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、

日
本
国
憲
法
九
二

条
に
い
う
と
こ
ろ
の
地
方
自
治
の
本
旨
を
実
現
す
る
た
め
に
、
利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
少
な
く
と
も
、
国
家
的
レ
ベ
ル

の
諸
計
画
の
審
議
や
決
定
に
市
町
村
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
、
憲
法
論
と
し
て
、

あ
る
い
は
立
法
政
策
と
し
て
で
も
、
何
ら
か
の
形
で
議

論
さ
れ
て
も
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

(
1
)
 

「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
一
三
条
参
照
。
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3見

〈
間
-
-
∞
吋
白

m
U
H
E
n
-同♂

H
U∞
ゲ
由
¥
由
品
川

Y
ω
・

ω
同・

林
昭
「
西
ド
イ
ツ
経
済
の
構
造
的
危
機
の
特
徴
」
経
済
一
二
三
号
一
三
八
l
九
頁
参
照
。

林
・
前
掲
二
ニ
六
l
七
頁
参
照
。

K
・
G
-
ジ
ン
「
社
会
的
市
場
経
済
(
西
ド
イ
ツ
)
の
危
機
」
季
刊
現
代
経
済
一
九
八

O
年
冬
期
号
一

O
四
頁
参
照
。

〈
悶
「
回
〈
氏
問
。
・

cz・
〈

-

H
・

臼

-
H
U吋山
y

り
E
〈

H
由
J
H
m
y
z
o
p
F
ω
-
N印
H
民・

〈
間
]
・
開
門
ロ
凹
仲
間

O同
国
円

F
O
R・
ロ

O
H
ω
E白
骨
内
回
角
川
町
同
ロ
品
ロ

ω片
岡
山
内
同
町
田
町
ロ
凹

nr白
F

H

也、吋】目

ω
・

H
N印・

な
お
、
基
本
法
一

O
九
条
や
「
経
済
安
定
成
長
促
進
法
」
に
よ
っ
て
、
フ
イ
ス
カ
リ
ス
ム
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
、
マ
ネ
タ
リ

ス
ト
の
主
張
も
強
く
な
さ
れ
て
い
る
(
町
田
・
前
掲
玉

O
頁
以
下
、
石
原
義
盛
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
か
、
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
か
《
上
》
」
レ
フ
ア
レ
ン

ス
三
二
五
号
三
九
頁
以
下
参
照
)
。

(
9
)
高
浪
浩
「
西
ド
イ
ツ
経
済
の
危
機
と
『
財
政
再
建
』
政
策
|
|
ゆ
ら
ぐ
社
民
党
政
権
の
経
済
路
線
|
|
」
経
済
ニ

O
一
号
八
四
頁
以
下
、
八
木

俊
道
「
行
革
臨
時
国
会
と
行
革
関
連
特
例
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
五
八
号
一

O
六
頁
、
右
原
義
盛
「
財
政
再
建
問
題
の
再
点
検
」
レ
フ
ア
レ
ン
ス
一
ニ

七
二
号
三
九
頁
以
下
参
照
。

(
叩
)
手
島
孝
「
財
政
政
策
と
憲
法
」
法
政
研
究
四
一
巻
四
口
万
二

l
三
頁
参
照
。

(
日
)
手
島
・
前
掲
三
頁
参
照
。

(
ロ
)
同
法
二
四
条
一
項
参
照
。

t命

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

.
〔
後
記
〕

本
稿
の
作
成
に
さ
い
し
て
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
パ
ド
ゥ

l
ラ
教
授
、
京
大
の
芝
池
義
一
教
授
お
よ
び
広
大
の
間
田
穆
教
授

に
貴
重
な
資
料
を
見
せ
て
頂
い
た
。
こ
こ
で
心
か
ら
感
謝
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
短
時
間
の
う
ち
に
完
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た

こ
の
テ

l
マ
は
、
法
律
学
的
知
識
の
み
な
ら
ず
、
財
政
学
や
経
済
学
な
ど
の
知
識
も
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し

ら
の
知
識
の
な
い
ま
ま
、

し
か
も
西
ド
イ
ツ
の
留
学
を
終
え
帰
国
し
た
ば
か
り
で
、

日
本
の
行
・
財
政
改
革
な
ど
の
問
題
の
検
討
も
な
い

ま
ま
、
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ら
の
検
討
は
他
日
に
行
う
こ
と
を
期
し
、
拙
稿
を
恥
じ
つ
つ
、
本
稿
を
尊
敬
す
る
不
破
勝
敏
夫
先

生
に
捧
げ
た
い
。

178 (5-3・4-478) 

れ


